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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定される移動局装置
であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
ロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）を示す情報を前記基地局装置へ送信する
　ことを特徴とする移動局装置。
【請求項２】
　基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定される移動局装置
であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
ロックに対して、非連続送信（ＤＴＸ）を示す情報を前記基地局装置へ送信する
　ことを特徴とする移動局装置。
【請求項３】
　基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定される移動局装置
であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
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ロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）を示す情報／非連続送信（ＤＴＸ）を示す情報を
前記基地局装置へ送信する
　ことを特徴とする移動局装置。
【請求項４】
　前記非活性化された下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリンク制御チ
ャネルをモニタしない
　ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれかに記載の移動局装置。
【請求項５】
　基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定される移動局装置
の通信方法であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
ロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）を示す情報を前記基地局装置へ送信する
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項６】
　基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定される移動局装置
の通信方法であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
ロックに対して、非連続送信（ＤＴＸ）を示す情報を前記基地局装置へ送信する
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項７】
　基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定される移動局装置
の通信方法であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
ロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）を示す情報／非連続送信（ＤＴＸ）を示す情報を
前記基地局装置へ送信する
　ことを特徴とする通信方法。
【請求項８】
　前記非活性化された下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリンク制御チ
ャネルをモニタしない
　ことを特徴とする請求項５から請求項７のいずれかに記載の通信方法。
【請求項９】
　基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定される移動局装置
に用いられる集積回路であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
ロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）を示す情報を前記基地局装置へ送信する機能を含
む
　ことを特徴とする集積回路。
【請求項１０】
　基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定される移動局装置
に用いられる集積回路であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
ロックに対して、非連続送信（ＤＴＸ）を示す情報を前記基地局装置へ送信する機能を含
む
　ことを特徴とする集積回路。
【請求項１１】
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　基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定される移動局装置
に用いられる集積回路であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
ロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）を示す情報／非連続送信（ＤＴＸ）を示す情報を
前記基地局装置へ送信する機能を含む
　ことを特徴とする集積回路。
【請求項１２】
　前記非活性化された下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下りリンク制御チ
ャネルをモニタしない機能を含む
　ことを特徴とする請求項９から請求項１１のいずれかに記載の集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局装置および移動局装置から構成される移動通信システムおよび移動通
信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　次世代セルラー移動通信の一方式として、国際的な標準化プロジェクトである３ＧＰＰ
（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）において
、Ｗ－ＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ－Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
Ａｃｃｅｓｓ）とＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍ
ｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）を発展させたネットワークの仕様に関して検討が行われている
。
【０００３】
　３ＧＰＰでは、以前からセルラー移動通信方式について検討されており、第３世代セル
ラー移動通信方式として、Ｗ－ＣＤＭＡ方式が標準化された。また、通信速度を更に向上
したＨＳＤＰＡ（Ｈｉｇｈ－Ｓｐｅｅｄ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｃｃｅｓ
ｓ）も標準化され、サービスが運用されている。現在、３ＧＰＰでは、第３世代無線アク
セス技術の進化（Ｌｏｎｇ Ｔｅｒｍ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ：　以下、「ＬＴＥ」と呼ぶ）
や、さらなる通信速度の高速化へ向けたＬＴＥ Ａｄｖａｎｃｅｄ(以下、「ＬＴＥ－Ａ」
と呼ぶ)についても検討が行われている。
【０００４】
　ＬＴＥにおける通信方式としては、互いに直交するサブキャリアを用いてユーザ多重化
を行なうＯＦＤＭＡ（Orthogonal Frequency Division Multiple Access）方式、および
、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Single Carrier-Frequency Division Multiple Access）方式が検討
されている。すなわち、下りリンクでは、マルチキャリア通信方式であるＯＦＤＭＡ方式
が、上りリンクでは、シングルキャリア通信方式であるＳＣ－ＦＤＭＡ方式が提案されて
いる。
【０００５】
　一方、ＬＴＥ－Ａにおける通信方式としては、下りリンクでは、ＯＦＤＭＡ方式が、上
りリンクでは、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式に加えて、Ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ－ＳＣ－ＦＤＭＡ（Cl
ustered-Single Carrier-Frequency Division Multiple Access、DFT-s-OFDM with Spect
rum Division Control、DFT-precoded OFDMとも呼称される。）方式を導入することが検
討されている。ここで、ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａにおいて、上りリンクの通信方式として
提案されているＳＣ－ＦＤＭＡ方式、Ｃｌｕｓｔｅｒｅｄ－ＳＣ－ＦＤＭＡ方式は、デー
タ（情報）を送信する際のＰＡＰＲ（Peak to Average Power Ratio：ピーク電力対平均
電力比）を低く抑えることができるという特徴を持っている。
【０００６】
　また、ＬＴＥ－Ａでは、一般的な移動通信システムで使用する周波数帯域は連続である
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のに対し、連続／不連続な複数の周波数帯域（以下、「キャリア要素、キャリアコンポー
ネント（ＣＣ：Carrier Component）」、もしくは、「要素キャリア、コンポーネントキ
ャリア（ＣＣ：Component Carrier）」と呼称する。）を複合的に使用して、１つの周波
数帯域（広帯域な周波数帯域）として運用する（周波数帯域集約：Spectrum aggregation
、Carrier aggregation、Frequency aggregationなどとも呼称される。）ことが検討され
ている。さらに、基地局装置および移動局装置が、広帯域な周波数帯域をより柔軟に使用
して通信を行なうために、下りリンクの通信に使用する周波数帯域と上りリンクの通信に
使用する周波数帯域を異なる周波数帯域幅とする（非対称周波数帯域集約：Asymmetric c
arrier aggregation）ことも提案されている（非特許文献１）。
【０００７】
　図１３は、従来の技術における周波数帯域集約を説明する図である。ここで、図１３に
示されるような下りリンク（ＤＬ：Down Link）の通信に使用する周波数帯域と上りリン
ク（ＵＬ：Up Link）の通信に使用する周波数帯域を同じ帯域幅とすることは、対称周波
数帯域集約（Symmetric carrier aggregation）とも呼称される。図１３に示すように、
基地局装置と移動局装置は、連続／不連続な周波数帯域である複数のコンポーネントキャ
リアを複合的に使用することによって、複数のコンポーネントキャリアから構成される広
帯域な周波数帯域で通信を行うことができる。ここでは、例として、１００ＭＨｚの帯域
幅を持った下りリンクの通信に使用する周波数帯域（以下、ＤＬシステム帯域、ＤＬシス
テム帯域幅とも呼称する）が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つのコンポーネントキャリ
ア（ＤＣＣ１：Downlink Component Carrier１、ＤＣＣ２、ＤＣＣ３、ＤＣＣ４、ＤＣＣ
５）によって構成されていることを示している。また、例として、１００ＭＨｚの帯域幅
を持った上りリンクの通信に使用する周波数帯域（以下、ＵＬシステム帯域、ＵＬシステ
ム帯域幅とも呼称する）が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つのコンポーネントキャリア
（ＵＣＣ１：Uplink Component Carrier１、ＵＣＣ２、ＵＣＣ３、ＵＣＣ４、ＵＣＣ５）
によって構成されていることを示している。
【０００８】
　図１３において、下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれには、物理下りリンク制
御チャネル（以下、ＰＤＣＣＨ：Physical Downlink Control Channel）、物理下りリン
ク共用チャネル（以下、ＰＤＳＣＨ：Physical Downlink Shared Channel）等の下りリン
クのチャネルが配置され、基地局装置は、下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれに
配置されたＰＤＳＣＨを使用して送信される下りリンクトランスポートブロックを送信す
るための制御情報（リソース割り当て情報、ＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme、変
調符号化方式）情報、ＨＡＲＱ（Hybrid Automatic Repeat Request、ハイブリッド自動
再送要求）処理情報など）を、ＰＤＣＣＨを使用して移動局装置に送信し（ＰＤＣＣＨを
使用して移動局装置にＰＤＳＣＨを割り当て）、ＰＤＳＣＨを使用して下りリンクトラン
スポートブロックを移動局装置へ送信する。
【０００９】
　ここで、移動局装置は、ＨＡＲＱにおける制御情報を、符号語（ＣＷ：ＣｏｄｅＷｏｒ
ｄ、コードワードとも言う）単位で送信する。ＣＷとは、チャネル符号化後のビット系列
であり、チャネル符号化の単位である。ＭＩＭＯにおける空間多重伝送では、複数のＣＷ
を利用し、送信系列が生成される。ここで、ＭＩＭＯによる空間多重伝送を行う場合、最
大で２つのＣＷにより符号化され送信系列が生成される。例えば、ＭＩＭＯにおける空間
多重伝送において、空間多重数（レイヤ数）が２の場合には、各空間多重系列（レイヤ）
がそれぞれ異なるＣＷで符号化され、送信系列が生成される。また、レイヤ数が４の場合
には、２つのレイヤで１つのＣＷにより符号化され送信系列が生成される。このように、
ＭＩＭＯにおける空間多重伝送では、複数のＣＷで送信系列が生成されるため、それぞれ
のＣＷで符号化された送信系列は、それぞれ異なった伝送特性となることから、それぞれ
のＣＷで符号化された送信系列毎にＨＡＲＱにおける制御情報を送信する必要がある。つ
まり、ＨＡＲＱにおける制御情報は、下りリンク信号におけるＣＷ毎に送信されることか
ら、例えば、２つのＣＷにより符号化され、ＭＩＭＯによる空間多重伝送が行われた場合
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には、２つのＨＡＲＱにおける制御情報を送信することになる。
【００１０】
　また、上りリンクコンポーネントキャリアそれぞれには、物理上りリンク制御チャネル
（以下、ＰＵＣＣＨ：Physical Uplink Control Channel）、物理上りリンク共用チャネ
ル（以下、ＰＵＳＣＨ：Physical Uplink Shared Channel）等の上りリンクのチャネルが
配置され、移動局装置は、上りリンクのコンポーネントキャリアそれぞれに配置されたＰ
ＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを使用して、ＰＤＣＣＨおよび／または下りリンクト
ランスポートブロックに対するＨＡＲＱにおける制御情報を基地局装置へ送信する。ここ
で、ＨＡＲＱにおける制御情報とは、ＰＤＣＣＨおよび／または下りリンクトランスポー
トブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ（肯定応答：Positive Acknowledgement／否定応答
：Negative Acknowledgement、ＡＣＫ信号またはＮＡＣＫ信号）を示す信号（情報）およ
び／またはＤＴＸ（Discontinuous Transmission）を示す信号（情報）のことである。Ｄ
ＴＸとは、移動局装置が基地局装置からのＰＤＣＣＨを検出できなかったことを示す信号
（情報）である。ここで、図１３において、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＵ
ＳＣＨ等の下りリンク／上りリンクのチャネルのいずれかが配置されない下りリンク／上
りリンクのコンポーネントキャリアが存在してもよい。
【００１１】
　同様に、図１４は、従来の技術における非対称周波数帯域集約を説明する図である。図
１４に示すように、基地局装置と移動局装置は、下りリンクの通信に使用する周波数帯域
と上りリンクの通信に使用する周波数帯域を異なる帯域幅とし、これらの周波数帯域を構
成するコンポーネントキャリアを複合的に使用して広帯域な周波数帯域で通信を行うこと
ができる。ここでは、例として、１００ＭＨｚの帯域幅を持った下りリンクの通信に使用
する周波数帯域が、２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つの下りリンクコンポーネントキャリ
ア（ＤＣＣ１、ＤＣＣ２、ＤＣＣ３、ＤＣＣ４、ＤＣＣ５）によって構成され、また、４
０ＭＨｚの帯域幅を持った上りリンクの通信に使用する周波数帯域が、２０ＭＨｚの帯域
幅を持った２つのコンポーネントキャリア（ＵＣＣ１、ＵＣＣ２）によって構成されてい
ることを示している。図１４において、下りリンク／上りリンクのコンポーネントキャリ
アのそれぞれには下りリンク／上りリンクのチャネルが配置され、基地局装置は、ＰＤＣ
ＣＨで割り当てたＰＤＳＣＨを使用して下りリンクトランスポートブロックを移動局装置
へ送信し、移動局装置は、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを使用して、ＨＡＲＱに
おける制御情報を基地局装置へ送信する。
【００１２】
　ここで、複数の下りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＣＣＨおよび／または
ＰＤＳＣＨの送信に対するＨＡＲＱにおける制御情報を送信するために、移動局装置は、
それぞれのコンポーネントキャリアで送信されるＰＤＣＣＨおよび／またはＰＤＳＣＨに
対するＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸを示す必要がある。例えば、移動局装置は、５つの下り
リンクコンポーネントキャリアにおいてＰＤＣＣＨおよび／またはＰＤＳＣＨの送信が行
われた場合には、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸのいずれかを通知する必要があるため、３の
５乗の状態（２４３の状態）を示すことが可能な情報を基地局装置へ送信しなければなら
ない。
【００１３】
　これをビット情報として表現するためには、８ビット（２５６の状態を表現可能）必要
である。また、ＭＩＭＯにおける空間多重伝送が行われ、複数のＣＷによる送信が行われ
た場合には、それぞれのコンポーネントキャリアにおいて、ＣＷ毎にＡＣＫ、ＮＡＣＫを
送信する必要がある。例えば、１つの下りリンクコンポーネントキャリアにおいて、ＭＩ
ＭＯにおいて２つのＣＷが適用されＰＤＳＣＨが送信された場合には、1つ目のＣＷに対
してＡＣＫ、ＮＡＣＫを表現し、２つ目のＣＷに対して、ＡＣＫ、ＮＡＣＫを表現し、さ
らに、その下りリンクコンポーネントキャリアにおいてＰＤＣＣＨを検出できなかったこ
とを示すＤＴＸを表現する必要があるため、５つの状態（（ＡＣＫ、ＡＣＫ）、（ＡＣＫ
、ＮＡＣＫ）、（ＮＡＣＫ、ＡＣＫ）、（ＮＡＣＫ、ＮＡＣＫ）、（ＤＴＸ、ＤＴＸ））
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を示さなければならない。さらに、５つの下りリンクコンポーネントキャリアにおいて、
ＭＩＭＯによる空間多重が適用されたＰＤＳＣＨの送信において、それぞれのコンポーネ
ントキャリアに２つのＣＷがそれぞれ適用された場合には、それぞれの下りリンクコンポ
ーネントキャリアにおいて、1つ目のＣＷに対するＡＣＫ、ＮＡＣＫ、２つ目のＣＷに対
するＡＣＫ、ＮＡＣＫ、及び、ＤＴＸをそれぞれ表現する必要があることから、５の５乗
の状態（３１２５の状態）を示さなければならない。これをビット情報として表現するた
めには、１２ビット（４０９６の状態を表現可能）必要である。
【００１４】
　非特許文献２では、基地局装置が、２つのＰＵＣＣＨリソースを移動局装置へ割り当て
、移動局装置が、異なるアンテナにおいて、ＰＵＣＣＨリソースをそれぞれ割り当て、そ
れぞれのアンテナにおいて、異なる情報を基地局装置へ送信することによって、より多く
のビット情報（１０ビット以上の情報）を送信可能であることが記載されており、この送
信方式をＡＣＫ／ＮＡＣＫの送信に適用することにより、上記ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸ
を送信することが可能である。
【００１５】
　また、非特許文献３では、基地局装置が、ＡＣＫ、ＮＡＣＫを送信するためのＰＵＣＣ
Ｈリソースを移動局装置へ複数割り当て、移動局装置が、割り当てられたＰＵＣＣＨリソ
ースの中から１つのＰＵＣＣＨリソースを選択し、選択したＰＵＣＣＨリソースを使用し
てＡＣＫ、ＮＡＣＫを基地局装置へ送信する送信方法が提案されている。例えば、基地局
装置は、複数の下りリンクコンポーネントキャリアで送信されるＰＤＳＣＨそれぞれに対
応させてＰＵＣＣＨリソースを移動局装置へ割り当て、移動局装置は、複数のＰＵＣＣＨ
リソースの中から１つのＰＵＣＣＨリソースを選択し、選択したＰＵＣＣＨリソースを使
用してＡＣＫ、ＮＡＣＫを送信する。基地局装置においては、移動局装置によって送信さ
れたビット情報に加え、移動局装置によって選択されたＰＵＣＣＨリソースを抽出するこ
とによって、基地局装置と移動局装置の間で、ＡＣＫ、ＮＡＣＫを示すより多くの情報を
送受信することが可能である。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１６】
【非特許文献１】
“Ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　ｉｎ　ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅ”、　３Ｇ
ＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１　＃５３ｂｉｓ、Ｒ１－０８２４６８
【非特許文献２】
“Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎ　ｏｆ　ＰＵＣＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｓｃｈｅｍｅｓ　ｆｏｒ　ＣＣ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏ
ｎ”、　３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１　＃６０、Ｒ１－１０１４１８
【非特許文献３】
“ＡＣＫ／ＮＡＣＫ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｓｃｈｅｍｅｓ　ｆｏｒ　ｃａｒｒｉ
ｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ”、　３ＧＰＰ　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１　＃５９ｂｉｓ
、Ｒ１－１００３６６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１７】
　しかしながら、従来の技術では、基地局装置と移動局装置が、複数のコンポーネントキ
ャリアで構成される広帯域な周波数帯域を使用して、下りリンク信号を送受信し、それに
対するＨＡＲＱにおける制御情報を送受信する際に、どのようなやり取りをするのかが明
確にされていなかった。基地局装置と移動局装置が、ＨＡＲＱにおける制御情報を送受信
する場合、移動局装置は、ＨＡＲＱにおける制御情報に対する品質を高く確保して基地局
装置へ送信しなければならない。
［００１８］
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　すなわち、従来の技術では、基地局装置と移動局装置が、複数のコンポーネントキャリ
アによって構成される広帯域な周波数帯域を使用して、下りリンク信号を送受信し、それ
に対するＨＡＲＱにおける制御情報を送受信する際に、具体的にどのようなやり取りをし
てＨＡＲＱにおける制御情報を送受信するのかが明確にされていないために、移動局装置
から送信されるＨＡＲＱにおける制御情報に対する品質が低くなり、結果として、無線通
信システムにおけるスループットが低下してしまうという問題があった。
［００１９］
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、基地局装置と移動局装置が、
複数のコンポーネントキャリアによって構成される広帯域な周波数帯域を使用して通信を
行う際に、ＨＡＲＱにおける制御情報を高品質に送受信することができる移動局装置、通
信方法、および集積回路を提供することを目的とする。
課題を解決するための手段
［００２０］
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は以下のような手段を講じた。すなわち、
本発明の移動局装置は、基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを
設定される移動局装置であって、前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中
で、前記基地局装置によって非活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連す
る下りリンクトランスポートブロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）を示す情報を前記
基地局装置へ送信することを特徴としている。
［００２１］
　（２）また、基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定され
る移動局装置であって、前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記
基地局装置によって非活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリ
ンクトランスポートブロックに対して、非連続送信（ＤＴＸ）を示す情報を前記基地局装
置へ送信することを特徴としている。
［００２２］
　（３）さらに、基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定さ
れる移動局装置であって、前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前
記基地局装置によって非活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下り
リンクトランスポートブロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）を示す情報／非連続送信
（ＤＴＸ）を示す情報を前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
［００２３］
　（４）また、前記非活性化された下りリンクコンポーネントキャリアの物理下りリンク
制御チャネルをモニタしないことを特徴としている。
［００２４］
　（５）さらに、基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定さ
れる移動局装置の通信方法であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
ロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）を示す情報を前記基地局装置へ送信することを特
徴としている。
［００２５］
　（６）また、基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定され
る移動局装置の通信方法であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
ロックに対して、非連続送信（ＤＴＸ）を示す情報を前記基地局装置へ送信することを特
徴としている。
［００２６］
　（７）さらに、基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定さ
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れる移動局装置の通信方法であって、
　前記設定された下りリンクコンポーネントキャリアの中で、前記基地局装置によって非
活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに関連する下りリンクトランスポートブ
ロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）を示す情報／非連続送信（ＤＴＸ）を示す情報を
前記基地局装置へ送信することを特徴としている。
［００２７］
　（８）また、前記非活性化された下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理下り
リンク制御チャネルをモニタしないことを特徴としている。
［００２８］
　（９）さらに、基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定さ
れる移動局装置に用いられる集積回路であって、前記設定された下りリンクコンポーネン
トキャリアの中で、前記基地局装置によって非活性化された下りリンクコンポーネントキ
ャリアに関連する下りリンクトランスポートブロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）を
示す情報を前記基地局装置へ送信する機能を含むことを特徴としている。
［００２９］
　（１０）さらに、基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定
される移動局装置に用いられる集積回路であって、前記設定された下りリンクコンポーネ
ントキャリアの中で、前記基地局装置によって非活性化された下りリンクコンポーネント
キャリアに関連する下りリンクトランスポートブロックに対して、非連続送信（ＤＴＸ）
を示す情報を前記基地局装置へ送信する機能を含むことを特徴としている。
［００３０］
　（１１）さらに、基地局装置によって複数の下りリンクコンポーネントキャリアを設定
される移動局装置に用いられる集積回路であって、前記設定された下りリンクコンポーネ
ントキャリアの中で、前記基地局装置によって非活性化された下りリンクコンポーネント
キャリアに関連する下りリンクトランスポートブロックに対して、否定応答（ＮＡＣＫ）
を示す情報／非連続送信（ＤＴＸ）を示す情報を前記基地局装置へ送信する機能を含むこ
とを特徴としている。
［００３１］
　（１２）さらに、前記非活性化された下りリンクコンポーネントキャリアにおける物理
下りリンク制御チャネルをモニタしない機能を含むことを特徴としている。
発明の効果
［００３２］
　本発明は、基地局装置と移動局装置が、複数のコンポーネントキャリアによって構成さ
れる広帯域な周波数帯域を使用して通信を行う際に、ＨＡＲＱにおける制御情報を高品質
に送受信することができる移動局装置、通信方法、および集積回路を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
［００３３］
［図１］本発明の実施形態に係る物理チャネルの構成を概念的に示す図である。
［図２］本発明の実施形態に係る論理チャネル、トランスポートチャネル、物理チャネル
の関係を概念的に示す図である。
［図３］本発明の実施形態に係る物理上りリンク制御チャネルと物理上りリンク共用チャ
ネルの構成を示す図である。
［図４］本発明の実施形態に係る基地局装置の概略構成を示すブロック図である。
［図５］本発明の実施形態に係る移動局装置の概略構成を示すブロック図である。
［図６］本発明の実施形態に係る下りリンク及び、上りリンクのコンポーネントキャリア
の構成例を示す図である。
［図７］第１の実施形態、第２の実施形態、第３の実施形態が適用可能なシーケンスチャ
ートを示す図である。
［図８］第２の実施形態、第３の実施形態が適用可能なビット割り当ての例を示す図であ
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る。
［図９］第２の実施形態、第３の実施形態が適用可能なＭＩＭＯ時におけるビット割り当
ての例を示す図である。
［図１０］第２の実施形態、第３の実施形態において実施可能な、下りリンク制御チャネ
ルと下りリンク共用チャネル及びそれらに対するＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸの関係の例を
示す図である。
［図１１］第２の実施形態が適用可能なＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸの配置の例を示す図で
ある。
【図１２】第３の実施形態が適用可能なＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸの配置の例を示す図で
ある。
【図１３】従来の技術における周波数帯域集約の例を示す図である。
【図１４】従来の技術における非対称周波数帯域集約の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　次に、本発明に係る実施形態について、図面を参照しながら説明する。図１は、本発明
の実施形態におけるチャネルの一構成例を示す図である。下りリンクの物理チャネルは、
物理報知チャネル（ＰＢＣＨ：Physical Broadcast Channel）、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ
、物理ハイブリッド自動再送要求指示チャネル（ＰＨＩＣＨ：Physical Hybrid ARQ Indi
cator Channel）によって構成される。上りリンクの物理チャネルは、ＰＵＳＣＨ、ＰＵ
ＣＣＨによって構成される。
【００３５】
　ＰＢＣＨは、４０ミリ秒間隔で報知チャネル（ＢＣＨ）をマッピングする。４０ミリ秒
のタイミングは、ブラインド検出（blind detection）される。すなわち、タイミング提
示のために、明示的なシグナリングを行なわない。また、ＰＢＣＨを含むサブフレームは
、そのサブフレームだけで復号できる（自己復号可能：self-decodable）。
【００３６】
　ＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨのリソース割り当て、下りリンクデータに対するＨＡＲＱ情
報、および、ＰＵＳＣＨのリソース割り当てである上りリンク送信許可を移動局装置に通
知するために使用されるチャネルである。ＰＤＣＣＨは、複数のＣＣＥによって構成され
、移動局装置は、このＣＣＥで構成されるＰＤＣＣＨを検出することによって、基地局装
置からＰＤＣＣＨを受信する。ＣＣＥは、周波数、時間領域において分散している複数の
リソースエレメントグループ（ＲＥＧ：Resource Element Group、mini-CCEとも呼ばれる
）によって構成される。ここで、リソースエレメントとは、１ＯＦＤＭシンボル（時間成
分）、1サブキャリア（周波数成分）で構成される単位リソースであり、例えば、ＲＥＧ
は、同一ＯＦＤＭシンボル内の周波数領域において、下りリンクパイロットチャネルを除
いて、周波数領域で連続する４個の下りリンクのリソースエレメントによって構成される
。また、例えば、１つのＰＤＣＣＨは、ＣＣＥを識別する番号（ＣＣＥインデックス）が
連続する１個、２個、４個、８個のＣＣＥによって構成される。
【００３７】
　ＰＤＣＣＨは、移動局装置ごと、種別ごとに別々に符号化（Separate Coding）される
。すなわち、移動局装置は、複数のＰＤＣＣＨを検出して、下りリンクまたは上りリンク
のリソース割り当てや、その他の制御情報を示す情報を取得する。各ＰＤＣＣＨには、フ
ォーマットを識別可能なＣＲＣ（巡回冗長検査）の値が付与されており、移動局装置は、
ＰＤＣＣＨが構成されうるＣＣＥのセットのそれぞれに対してＣＲＣを行い、ＣＲＣが成
功したＰＤＣＣＨを取得する。これは、ブラインドデコーディング（blind decoding）と
呼ばれ、移動局装置が、このブラインドデコーディングを行うＰＤＣＣＨが構成されうる
ＣＣＥのセットの範囲は、検索領域（Search Space）と呼ばれる。移動局装置は、検索領
域内のＣＣＥに対して、ブラインドデコーディングを行い、ＰＤＣＣＨの検出を行う。
【００３８】
　移動局装置は、ＰＤＣＣＨにＰＤＳＣＨのリソース割り当てが含まれる場合、基地局装
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置からのＰＤＣＣＨによって指示されたリソース割り当てに応じて、ＰＤＳＣＨを使用し
て下りリンク信号（データ）（下りリンクデータ（下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣ
Ｈ））、および／または、下りリンク制御データを受信する。すなわち、このＰＤＣＣＨ
は、下りリンクに対するリソース割り当てを行なう信号（以下、「下りリンク送信許可信
号」または「下りリンクグラント」と呼称する。）である。また、移動局装置は、ＰＤＣ
ＣＨにＰＵＳＣＨのリソース割り当てが含まれる場合、基地局装置からのＰＤＣＣＨによ
って指示されたリソース割り当てに応じて、ＰＵＳＣＨを使用して上りリンク信号（デー
タ）（上りリンクデータ（上りリンク共用チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ））、および／または
、上りリンク制御データ）を送信する。すなわち、このＰＤＣＣＨは、上りリンクに対す
るデータ送信を許可する信号（以下、「上りリンク送信許可信号」または「上りリンクグ
ラント」と呼称する。）である。
【００３９】
　ＰＤＳＣＨは、主に、下りリンクデータ（下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ））
またはページング情報（ページングチャネル（ＰＣＨ））を送信するために使用されるチ
ャネルである。ここで、下りリンクデータ（下りリンク共用チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ））
とは、例えば、ユーザーデータの送信を示しており、ＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチ
ャネルである。ＤＬ－ＳＣＨでは、ＨＡＲＱ、動的適応無線リンク制御がサポートされる
。また、ＤＬ－ＳＣＨは、動的なリソース割り当て、および、準静的なリソース割り当て
がサポートされる。
【００４０】
　ＰＵＳＣＨは、主に、上りリンクデータ（上りリンク共用チャネル：ＵＬ－ＳＣＨ）を
送信するために使用されるチャネルである。また、基地局装置が、移動局装置をスケジュ
ーリングした場合には、上りリンク制御データもＰＵＳＣＨを使用して送信される。この
上りリンク制御データには、チャネル状態情報ＣＳＩ（Channel State information、も
しくは、Channel statistical information）や、下りリンクのチャネル品質識別子ＣＱ
Ｉ（Channel Quality Indicator）や、プレコーディングマトリックス識別子ＰＭＩ（Pre
coding Matrix Indicator）や、ランク識別子ＲＩ（Rank Indicator）や、下りリンク信
号（下りリンクトランスポートブロック）の送信に対するＨＡＲＱにおける制御情報など
が含まれる。ここで、下りリンク信号の送信に対するＨＡＲＱにおける制御情報とは、Ｐ
ＤＣＣＨおよび／または下りリンクトランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを
示す情報および／またはＤＴＸを示す情報が含まれる。ＤＴＸとは、移動局装置が基地局
装置からのＰＤＣＣＨを検出できなかったことを示す情報である。ＰＵＳＣＨでは、ＰＵ
ＳＣＨで送信するデータ（上りリンクトランスポートブロック）から、予め決められた生
成多項式を用いて生成する２４ｂｉｔのＣＲＣ符号をデータに付加をしてから、基地局装
置に送信する。
【００４１】
　ここで、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）とは、例えば、ユーザーデータの送信を示
しており、ＵＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。ＵＬ－ＳＣＨでは、ＨＡＲ
Ｑ、動的適応無線リンク制御がサポートされる。また、ＵＬ－ＳＣＨは、動的なリソース
割り当て、および、準静的なリソース割り当てがサポートされる。
【００４２】
　また、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）および下りリンクデータ（ＤＬ－ＳＣＨ）に
は、基地局装置と移動局装置の間でやり取りされる無線資源制御信号（以下、「ＲＲＣシ
グナリング：Radio Resource Control Signaling」と呼称する。）や、ＭＡＣ（Medium A
ccess Control）コントロールエレメントなどが含まれていても良い。ここで、ＲＲＣシ
グナリングとは、基地局装置と移動局装置において、上位層（無線リソース制御（Radio 
Resource Control）層）でやり取りされる信号である。
【００４３】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御データを送信するために使用されるチャネルである。こ
こで上りリンク制御データとは、例えば、移動局装置から基地局装置へ送信（フィードバ
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ック）されるチャネル状態情報ＣＳＩ（Channel State information、もしくは、Channel
 statistical information）や、下りリンクのチャネル品質識別子ＣＱＩ（Channel Qual
ity Indicator）や、プレコーディングマトリックス識別子ＰＭＩ（Precoding Matrix In
dicator）や、ランク識別子ＲＩ（Rank Indicator）が含まれる。また、移動局装置が、
上りリンクデータを送信するためのリソースの割り当てを要求するスケジューリング要求
（ＳＲ: Scheduling Request）や、下りリンクの信号（下りリンクトランスポートブロッ
ク）に対するＨＡＲＱにおける制御情報などが含まれる。ここで、ＡＣＫおよびＮＡＣＫ
は、ＨＡＲＱのために用いられる。ＨＡＲＱは、自動再送（Automatic Repeat reQuest；
ＡＲＱ）と、ターボ符号化等の誤り訂正符号と、を組み合わせて誤り制御を行う。チェイ
ス合成（Chase Combining；ＣＣ）を用いるＨＡＲＱは、受信パケットに誤りが検出され
ると、全く同一のパケットの再送を要求する。これらの２つの受信パケットを合成するこ
とにより、受信品質を高めている。増加冗長（Incremental Redundancy；ＩＲ）を用いる
ＨＡＲＱは、冗長ビットを分割し、分割したビットに分けて少しずつ順次再送するため、
再送回数が増えるに従って符号化率を低下させることにより、誤り訂正能力を強化してい
る。
【００４４】
　図２は、本発明におけるチャネルの一構成例を示す図である。本発明におけるチャネル
は、図２に示すように、論理チャネル、トランスポートチャネル、物理チャネルに分類さ
れる。ここで、図２は、上りリンクのチャネルを示している。論理チャネルは、媒体アク
セス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）層で送受信されるデータ送信サービスの種
類を定義する。トランスポートチャネルは、無線インターフェースで送信されるデータが
どのような特性をもち、そのデータがどのように送信されるのかを定義する。物理チャネ
ルは、トランスポートチャネルを運ぶ物理的なチャネルである。
【００４５】
　上りリンク論理チャネルには、共通制御チャネル（ＣＣＣＨ：Common Control Channel
）、専用制御チャネル（ＤＣＣＨ：Dedicated Control Channel）、専用トラフィックチ
ャネル（ＤＴＣＨ：Dedicated Traffic Channel）が含まれる。上りリンクトランスポー
トチャネルには、ＵＬ－ＳＣＨ、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ：Random Access 
Channel）が含まれる。
【００４６】
　上りリンクにおける論理チャネルについて説明する。ＣＣＣＨは、移動局装置とネット
ワーク間の制御情報を送信するために使用されるチャネルであり、ネットワークと無線リ
ソース制御（ＲＲＣ：Radio Resource Control）接続を有していない移動局装置によって
使用される。
【００４７】
　ＤＣＣＨは、１対１（point-to-point）の双方向チャネルであり、移動局装置とネット
ワーク間で個別の制御情報を送信するために利用するチャネルである。専用制御チャネル
（ＤＣＣＨ）は、ＲＲＣ接続を有している移動局装置によって使用される。ＤＴＣＨは、
１対１の双方向チャネルであり、１つの移動局装置専用のチャネルであり、ユーザ情報（
ユニキャストデータ）の転送のために利用される。ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ
）は、限られた制御情報が送信される。
【００４８】
　一方、図２に示されるように、上りリンクでは、次のようにトランスポートチャネルと
物理チャネルのマッピングが行なわれる。ＵＬ－ＳＣＨは、ＰＵＳＣＨにマッピングされ
る。ＲＡＣＨは、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）にマッピングされる。Ｐ
ＵＣＣＨは、物理チャネル単独で使用される。また、図２に示されるように、上りリンク
において論理チャネルとトランスポートチャネルのマッピングとして、ＣＣＣＨ、ＤＣＣ
Ｈ、ＤＴＣＨは、ＵＬ－ＳＣＨにマッピングされる。ＲＡＣＨは、論理チャネルとマッピ
ングされない。
【００４９】
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　図３は、本実施の形態における上りリンク無線フレーム（上りリンク無線リソース）の
概略構成の一例を示す図である。図３において、横軸は時間領域、縦軸は周波数領域であ
る。上りリンク無線フレームは、複数のＰＲＢペアから構成されている。このＰＲＢペア
は、無線リソース割り当てなどの単位であり、予め決められた幅の周波数帯（ＰＲＢ帯域
幅）および時間帯（２スロット＝１サブフレーム）からなる。基本的に１ＰＲＢペアは時
間領域で連続する２個のＰＲＢ（ＰＲＢ帯域幅×スロット）から構成される。ここで、Ｐ
ＵＣＣＨでは、システム帯域幅の両端の数リソースブロックに配置され（図３において斜
線で示される。）、周波数ダイバーシチ獲得のためにスロット毎にホッピングして配置さ
れる。１個のＰＲＢは周波数領域において１２個のサブキャリアから構成され、時間領域
において７個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成される。システム帯域幅は、基地局装置
の通信帯域幅であり、複数のＰＲＢから構成される。時間領域上においては、７個のＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルから構成されるスロット、２個のスロットから構成されるサブフレー
ム、１０個のサブフレームから構成される無線フレームが定義されている。尚、１個のサ
ブキャリアと１個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成されるユニットを、リソースエレメ
ントと呼ぶ。また、上りリンク無線フレームには、システム帯域幅に応じて複数のＰＲＢ
が配置される。
【００５０】
　上りリンクの各サブフレームには、ＰＵＣＣＨおよび、ＰＵＳＣＨが配置され、ＰＵＣ
ＣＨおよびＰＵＳＣＨには、伝搬路推定に用いる上りリンクパイロットチャネルが配置さ
れる。尚、ＰＵＣＣＨはシステム帯域幅の両端の物理リソースブロックＰＲＢペアから配
置され、ＰＵＳＣＨは残りの物理リソースブロックＰＲＢペアに配置される。上りリンク
パイロットチャネルについては、説明の簡略化のため図２においては図示を省略している
が、上りリンクパイロットチャネルは、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨと時間多重されてい
る。
【００５１】
　例えば、ＰＵＣＣＨでは、一つのスケジュール単位（２リソースブロック）に対して周
波数方向（１２サブキャリア）と、時間方向（伝搬路推定のための）、系列長が１２であ
るＣＡＺＡＣ（Ｃｏｎｓｔａｎｔ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　ａｎｄ　Ｚｅｒｏ　Ａｕｔｏ－
Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）系列を利用した周波数方向に対する符号拡散が行われる。ＣＡ
ＺＡＣ系列とは、時間領域および周波数領域において一定振幅かつ自己相関特性に優れた
系列のことである。時間領域で一定振幅であることからＰＡＰＲ（Ｐｅａｋ　ｔｏ　Ａｖ
ｅｒａｇｅ　Ｐｏｗｅｒ　Ｒａｔｉｏ）を低く抑えることが可能である。例えば、ＰＵＣ
ＣＨでは、長さ１２のＣＡＺＡＣ系列に対して、サイクリックシフト（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｓ
ｈｉｆｔ：巡回遅延）を与えることにより、ユーザ間の多重を実現することができる。ま
た、ＨＡＲＱにおける制御情報を送信する際には、ブロック符号により時間領域における
符号拡散を利用することができ、具体的には系列長が４であるＷａｌｓｈ符号を用いるこ
とができる。このように、ＨＡＲＱにおける制御情報を送信する際のＰＵＣＣＨリソース
は、同じ時間、周波数リソースで、符号によりユーザ多重を実現することができる。
【００５２】
　［基地局装置の構成］
図４は、本発明の実施形態に係る基地局装置４００の概略構成を示すブロック図である。
基地局装置４００は、データ制御部４０１と、ＯＦＤＭ変調部４０２と、無線部４０３と
、スケジューリング部４０４と、チャネル推定部４０５と、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－ＯＦ
ＤＭ（ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ）復調部４０６と、データ抽出部４０７と、上位層４０８と
、を含んで構成される。また、無線部４０３、スケジューリング部４０４、チャネル推定
部４０５、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－ＯＦＤＭ（ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ）復調部４０６、デ
ータ抽出部４０７、上位層４０８で受信部を構成し、データ制御部４０１、ＯＦＤＭ変調
部４０２、無線部４０３、スケジューリング部４０４、上位層４０８で送信部を構成して
いる。
【００５３】
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　無線部４０３、チャネル推定部４０５、ＤＦＴ－Ｓｐｒｅａｄ－ＯＦＤＭ（ＤＦＴ－Ｓ
－ＯＦＤＭ）復調部４０６、データ抽出部４０７で上りリンクの物理層の処理を行なう。
無線部４０３、ＯＦＤＭ変調部４０２、データ制御部４０１で下りリンクの物理層の処理
を行なう。
【００５４】
　データ制御部４０１は、スケジューリング部４０４からトランスポートチャネルおよび
スケジューリング情報を受信する。トランスポートチャネルと物理層で生成される信号お
よびチャネルを、スケジューリング部４０４から入力されるスケジューリング情報に基づ
いて、物理チャネルにマッピングする。以上のようにマッピングされた各データは、ＯＦ
ＤＭ変調部４０２へ出力される。
【００５５】
　ＯＦＤＭ変調部４０２は、データ制御部４０１から入力されたデータに対して、スケジ
ューリング部４０４からのスケジューリング情報（下りリンク物理リソースブロックＰＲ
Ｂ（Physical Resource Block）割り当て情報（例えば、周波数、時間など物理リソース
ブロック位置情報）や、各ＰＲＢに対応する変調方式および符号化方式（例えば、１６Ｑ
ＡＭ変調、２／３コーディングレート）などを含む）に基づいて、符号化、データ変調、
入力信号の直列／並列変換、ＩＦＦＴ（Inverse Fast Fourier Transform：逆高速フーリ
エ変換）処理、ＣＰ（Cyclic Prefix）挿入、並びに、フィルタリングなどＯＦＤＭ信号
処理を行ない、ＯＦＤＭ信号を生成して、無線部４０３へ出力する。
【００５６】
　無線部４０３は、ＯＦＤＭ変調部４０２から入力された変調データを無線周波数にアッ
プコンバートして無線信号を生成し、アンテナ（図示せず）を介して、移動局装置５００
に送信する。また、無線部４０３は、移動局装置５００からの上りリンクの無線信号を、
アンテナ（図示せず）を介して受信し、ベースバンド信号にダウンコンバートして、受信
データをチャネル推定部４０５とＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部４０６とに出力する。
【００５７】
　スケジューリング部４０４は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）
層の処理を行なう。スケジューリング部４０４は、論理チャネルとトランスポートチャネ
ルのマッピング、下りリンクおよび上りリンクのスケジューリング（ＨＡＲＱ処理、トラ
ンスポートフォーマットの選択など）などを行なう。
【００５８】
　スケジューリング部４０４は、下りリンクのスケジューリングでは、移動局装置５００
から受信した上りリンクのフィードバック情報（下りリンクのチャネルフィードバック情
報（チャネル状態情報（チャネル品質、ストリームの数、プレコーディング情報など））
や、下りリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック情報など）、各移動局装
置の使用可能なＰＲＢの情報、バッファ状況、上位層４０８から入力されたスケジューリ
ング情報などに基づいて、各データを変調するための下りリンクのトランスポートフォー
マット（送信形態）（物理リソースブロックの割り当ておよび変調方式および符号化方式
など）の選定処理およびＨＡＲＱにおける再送制御を行なう。これら下りリンクのスケジ
ューリングに使用されるスケジューリング情報は、データ制御部４０１へ出力される。
【００５９】
　また、スケジューリング部４０４は、上りリンクのスケジューリングでは、チャネル推
定部４０５が出力する上りリンクのチャネル状態（無線伝搬路状態）の推定結果、移動局
装置５００からのリソース割り当て要求、各移動局装置５００の使用可能なＰＲＢの情報
、上位層４０８から入力されたスケジューリング情報などに基づいて、各データを変調す
るための上りリンクのトランスポートフォーマット（送信形態）（物理リソースブロック
の割り当ておよび変調方式および符号化方式など）の選定処理を行なう。これら上りリン
クのスケジューリングに使用されるスケジューリング情報は、データ制御部４０１へ出力
される。
【００６０】
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　また、スケジューリング部４０４は、上位層４０８から入力された下りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部４０１へ出力する。また
、スケジューリング部４０４は、データ抽出部４０７から入力された上りリンクで取得し
た制御データとトランスポートチャンネルを、必要に応じて処理した後、上りリンクの論
理チャネルにマッピングし、上位層４０８へ出力する。
【００６１】
　チャネル推定部４０５は、上りリンクデータの復調のために、上りリンク復調用参照信
号（ＤＲＳ：Demodulation Reference Signal）から上りリンクのチャネル状態を推定し
、その推定結果をＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部４０６に出力する。また、上りリンクのス
ケジューリングを行なうために、上りリンク測定用参照信号（ＳＲＳ：Sounding Referen
ce Signal）から上りリンクのチャネル状態を推定し、その推定結果をスケジューリング
部４０４に出力する。尚、上りリンクの通信方式は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ等のようなシ
ングルキャリア方式を想定しているが、ＯＦＤＭ方式のようなマルチキャリア方式を用い
てもよい。
【００６２】
　ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部４０６は、チャネル推定部４０５から入力された上りリン
クのチャネル状態推定結果に基づいて、無線部４０３から入力された変調データに対し、
ＤＦＴ変換、サブキャリアマッピング、ＩＦＦＴ変換、フィルタリング等のＤＦＴ－Ｓ－
ＯＦＤＭ信号処理を行なって、復調処理を施し、データ抽出部４０７に出力する。ここで
、移動局装置において、符号による拡散が行われている場合には、拡散に利用された系列
を４０４のスケジューリング部から参照し、その系列に基づき、逆拡散を行う。
【００６３】
　データ抽出部４０７は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ復調部４０６から入力されたデータに対
して、正誤を確認するとともに、確認結果（肯定信号ＡＣＫ／否定信号ＮＡＣＫ）をスケ
ジューリング部４０４に出力する。また、データ抽出部４０７は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ
復調部４０６から入力されたデータからトランスポートチャネルと物理層の制御データと
に分離して、スケジューリング部４０４に出力する。分離された制御データには、移動局
装置５００から通知された上りリンクのフィードバック情報（下りリンクのチャネルフィ
ードバックレポートＣＦＲ、下りリンクのデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバッ
ク情報）などが含まれている。
【００６４】
　上位層４０８では、無線リソース制御（ＲＲＣ：Radio Resource Control）層の処理を
行なう。上位層４０８は、無線リソース制御部４０９（制御部とも言う）を有している。
また、無線リソース制御部４０９は、各種設定情報の管理、システム情報の管理、各移動
局装置の通信状態の管理、ハンドオーバーなどの移動管理、移動局装置ごとのバッファ状
況の管理などを行なっている。
【００６５】
　［移動局装置の構成］
　図５は、本発明の実施形態に係る移動局装置５００の概略構成を示すブロック図である
。移動局装置５００は、データ制御部５０１と、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部５０２と、
無線部５０３と、スケジューリング部５０４と、チャネル推定部５０５と、ＯＦＤＭ復調
部５０６と、データ抽出部５０７と、上位層５０８と、を含んで構成されている。また、
データ制御部５０１、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部５０２、無線部５０３、スケジューリ
ング部５０４、上位層５０８、で送信部を構成し、無線部５０３、スケジューリング部５
０４、チャネル推定部５０５、ＯＦＤＭ復調部５０６、データ抽出部５０７、上位層５０
８、で受信部を構成している。
【００６６】
　データ制御部５０１、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部５０２、無線部５０３、で上りリン
クの物理層の処理を行なう。無線部５０３、チャネル推定部５０５、ＯＦＤＭ復調部５０
６、データ抽出部５０７、で下りリンクの物理層の処理を行なう。
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【００６７】
　データ制御部５０１は、スケジューリング部５０４からトランスポートチャネルおよび
スケジューリング情報を受信する。トランスポートチャネルと物理層で生成される信号お
よびチャネルを、スケジューリング部５０４から入力されるスケジューリング情報に基づ
いて、物理チャネルにマッピングする。このようにマッピングされた各データは、ＤＦＴ
－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部５０２へ出力される。
【００６８】
　ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部５０２は、データ制御部５０１から入力されたデータに対
し、データ変調、ＤＦＴ（離散フーリエ変換）処理、サブキャリアマッピング、ＩＦＦＴ
（逆高速フーリエ変換）処理、ＣＰ挿入、フィルタリングなどのＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ信
号処理を行ない、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ信号を生成して、無線部５０３へ出力する。なお
、上りリンクの通信方式は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ等のようなシングルキャリア方式を想
定しているが、代わりにＯＦＤＭ方式のようなマルチキャリア方式を用いても良い。また
、基地局装置から拡散を行うための符号が通知されている場合には、その符号を利用して
拡散を行い、送信信号を生成しても良い。
【００６９】
　無線部５０３は、ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部５０２から入力された変調データを無線
周波数にアップコンバートして無線信号を生成し、アンテナ（図示せず）を介して、基地
局装置４００に送信する。また、無線部５０３は、基地局装置４００からの下りリンクの
データで変調された無線信号を、アンテナ（図示せず）を介して受信し、ベースバンド信
号にダウンコンバートして、受信データを、チャネル推定部５０５およびＯＦＤＭ復調部
５０６に出力する。
【００７０】
　スケジューリング部５０４は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）
層の処理を行なう。スケジューリング部５０４は、論理チャネルとトランスポートチャネ
ルのマッピング、下りリンクおよび上りリンクのスケジューリング（ＨＡＲＱ処理、トラ
ンスポートフォーマットの選択など）などを行なう。スケジューリング部５０４は、下り
リンクのスケジューリングでは、基地局装置４００や上位層５０８からのスケジューリン
グ情報（トランスポートフォーマットやＨＡＲＱ再送情報）などに基づいて、トランスポ
ートチャネルおよび物理信号および物理チャネルの受信制御やＨＡＲＱ再送制御を行なう
。
【００７１】
　スケジューリング部５０４は、上りリンクのスケジューリングでは、上位層５０８から
入力された上りリンクのバッファ状況、データ抽出部５０７から入力された基地局装置４
００からの上りリンクのスケジューリング情報（トランスポートフォーマットやＨＡＲＱ
再送情報など）、および、上位層５０８から入力されたスケジューリング情報などに基づ
いて、上位層５０８から入力された上りリンクの論理チャネルをトランスポートチャネル
にマッピングするためのスケジューリング処理を行なう。なお、上りリンクのトランスポ
ートフォーマットについては、基地局装置４００から通知された情報を利用する。これら
スケジューリング情報は、データ制御部５０１へ出力される。
【００７２】
　また、スケジューリング部５０４は、上位層５０８から入力された上りリンクの論理チ
ャネルをトランスポートチャネルにマッピングし、データ制御部５０１へ出力する。また
、スケジューリング部５０４は、チャネル推定部５０５から入力された下りリンクのチャ
ネルフィードバックレポートＣＦＲ（チャネル状態情報）や、データ抽出部５０７から入
力されたＣＲＣ確認結果についても、データ制御部５０１へ出力する。また、スケジュー
リング部５０４は、データ抽出部５０７から入力された下りリンクで取得した制御データ
とトランスポートチャネルを、必要に応じて処理した後、下りリンクの論理チャネルにマ
ッピングし、上位層５０８へ出力する。
【００７３】
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　チャネル推定部５０５は、下りリンクデータの復調のために、下りリンク参照信号（Ｒ
Ｓ）から下りリンクのチャネル状態を推定し、その推定結果をＯＦＤＭ復調部５０６に出
力する。また、チャネル推定部５０５は、基地局装置４００に下りリンクのチャネル状態
（無線伝搬路状態）の推定結果を通知するために、下りリンク参照信号（ＲＳ）から下り
リンクのチャネル状態を推定し、この推定結果を下りリンクのチャネル状態フィードバッ
ク情報（チャネル品質情報など）に変換して、スケジューリング部５０４に出力する。
【００７４】
　ＯＦＤＭ復調部５０６は、チャネル推定部５０５から入力された下りリンクのチャネル
状態推定結果に基づいて、無線部５０３から入力された変調データに対して、ＯＦＤＭ復
調処理を施し、データ抽出部５０７に出力する。
【００７５】
　データ抽出部５０７は、ＯＦＤＭ復調部５０６から入力されたデータに対して、ＣＲＣ
を行ない、正誤を確認するとともに、確認結果（ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック情報）
をスケジューリング部５０４に出力する。また、データ抽出部５０７は、ＯＦＤＭ復調部
５０６から入力されたデータからトランスポートチャネルと物理層の制御データに分離し
て、スケジューリング部５０４に出力する。分離された制御データには、下りリンクまた
は上りリンクのリソース割り当てや上りリンクのＨＡＲＱ制御情報などのスケジューリン
グ情報が含まれている。
【００７６】
　上位層５０８は、無線リソース制御部５０９を有している。無線リソース制御部５０９
は、各種設定情報の管理、システム情報の管理、自局の通信状態の管理、ハンドオーバー
などの管理を行なう。
【００７７】
　（第１の実施の形態）
　次に、基地局装置および移動局装置を用いた移動通信システムにおける第１の実施形態
を説明する。
【００７８】
　第１の実施の形態では、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信
するためのＰＵＳＣＨリソースを割り当て、移動局装置は、ＨＡＲＱにおける制御情報を
、ＰＵＳＣＨリソースを利用して、基地局装置へ送信する。
【００７９】
　基地局装置は、移動局装置が複数の下りリンクコンポーネントキャリアに対するＨＡＲ
Ｑにおける制御情報を送信するためのＰＵＣＣＨリソースを割り当て、移動局装置は、Ｈ
ＡＲＱにおける制御情報を、ＰＵＣＣＨリソースを利用して、基地局装置へ送信する。
【００８０】
　以下、第１の実施形態では、周波数帯域は、帯域幅（Ｈｚ）で定義されているが、周波
数と時間で構成されるリソースブロック（ＲＢ）の数で定義されても良い。本実施形態に
おけるコンポーネントキャリア（以下、「キャリアコンポーネント」、「要素キャリア」
、「キャリア要素」とも呼称される）とは、基地局装置と移動局装置が、広帯域な周波数
帯域（システム帯域でも良い）を使用して通信を行なう際に集約される（狭帯域な）周波
数帯域を示している。基地局装置と移動局装置は、複数のコンポーネントキャリアを集約
することによって広帯域な周波数帯域を構成し、これら複数のコンポーネントキャリアを
複合的に使用することによって、高速なデータ通信（情報の送受信）を実現することがで
きる(上述した周波数帯域集約）。例えば、基地局装置と移動局装置は、２０ＭＨｚの帯
域幅を持った５つのコンポーネントキャリアを集約して、広帯域な１００ＭＨｚの帯域幅
を持った周波数帯域を構成し、これら５つのコンポーネントキャリアを複合的に使用して
通信を行うことができる。
【００８１】
　コンポーネントキャリアとは、この広帯域な周波数帯域（例えば、１００ＭＨｚの帯域
幅を持った周波数帯域）を構成する（狭帯域な）周波数帯域（例えば、２０ＭＨｚの帯域
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幅を持った周波数帯域）それぞれのことを示している。また、コンポーネントキャリアと
は、この広帯域な周波数帯域を構成する（狭帯域な）周波数帯域それぞれの（中心）キャ
リア周波数のことを示している。すなわち、下りリンクコンポーネントキャリアは、基地
局装置と移動局装置が、下りリンク信号を送受信する際に使用可能な周波数帯域の中の一
部の帯域（幅）を有し、上りリンクコンポーネントキャリアは、基地局装置と移動局装置
が、上りリンク信号を送受信する際に使用可能な周波数帯域の中の一部の帯域（幅）を有
している。また、コンポーネントキャリアは、ある特定の物理チャネル（例えば、ＰＤＣ
ＣＨ、ＰＤＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨなど）が構成される単位として定義されても
よい。
【００８２】
　ここで、コンポーネントキャリアは、連続な周波数帯域に配置されていても、不連続な
周波数帯域に配置されていてもよく、連続および／または不連続な周波数帯域である複数
のコンポーネントキャリアを集約することによって、広帯域な周波数帯域を構成すること
である。さらに、下りリンクコンポーネントキャリアによって構成される下りリンクの通
信に使用される周波数帯域（下りリンクシステム帯域、下りリンクシステム帯域幅でも良
い）と、上りリンクコンポーネントキャリアによって構成される上りリンクの通信に使用
される周波数帯域（上りリンクシステム帯域、上りリンクシステム帯域幅でも良い）は、
同じ帯域幅である必要はない。基地局装置と移動局装置は、下りリンクの通信に使用され
る周波数帯域と上りリンクの通信に使用される周波数帯域が、異なる帯域幅であったとし
ても、コンポーネントキャリアを複合的に使用して通信を行うことができる（上述した非
対称周波数帯域集約）。
【００８３】
　図６に、第１の実施形態が適用可能な移動通信システムの例を示す。図６は、１００Ｍ
Ｈｚの帯域幅を持った下りリンクの通信に使用される周波数帯域が、それぞれ２０ＭＨｚ
の帯域幅を持った５つの下りリンクのコンポーネントキャリア（ＤＣＣ１、ＤＣＣ２、Ｄ
ＣＣ３、ＤＣＣ４、ＤＣＣ５）によって構成され、１００ＭＨｚの帯域幅を持った上りリ
ンクの通信に使用される周波数帯域が、それぞれ２０ＭＨｚの帯域幅を持った５つの上り
リンクのコンポーネントキャリア（ＵＣＣ１、ＵＣＣ２、ＵＣＣ３、ＵＣＣ４、ＵＣＣ５
）によって構成されていることを示している。図６において、下りリンク／上りリンクの
コンポーネントキャリアのそれぞれには下りリンク／上りリンクのチャネルが配置される
。ここで、図６において、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ等の下りリ
ンク／上りリンクのチャネルのいずれかが配置されない下りリンク／上りリンクのコンポ
ーネントキャリアが存在してもよい。
【００８４】
　図６において、基地局装置は、下りリンクのコンポーネントキャリア内に配置されたＰ
ＤＣＣＨを使用して、ＰＤＳＣＨを割り当てることができる。図６では、例として、基地
局装置が、ＤＣＣ１に配置されたＰＤＣＣＨ（斜線で示されるＰＤＣＣＨ）を使用して、
ＤＣＣ１に配置されるＰＤＳＣＨを割り当てていることを示している（ＤＣＣ１における
斜線で示されるＰＤＣＣＨでＤＣＣ１に配置されるＰＤＳＣＨを割り当てている）。
【００８５】
　また、図６において、基地局装置は、下りリンクの１つのコンポーネントキャリア内に
配置された複数のＰＤＣＣＨを使用して、複数のＰＤＳＣＨを同一サブフレームで割り当
てることができる。例えば、基地局装置は、下りリンクの１つのコンポーネントキャリア
内に配置された複数のＰＤＣＣＨそれぞれに、コンポーネントキャリア指示（Component 
Carrier Indicator）を表す情報を含めて移動局装置へ送信する。また、基地局装置は、
ＤＣＣ３における斜線で示されるＰＤＣＣＨにＤＣＣ４のＰＤＳＣＨを割り当てているこ
とを示すコンポーネントキャリア指示を表す情報を含めて、移動局装置へ送信する。ここ
で、基地局装置は、ＤＣＣ１における斜線で示されるＰＤＣＣＨにＤＣＣ１のＰＤＳＣＨ
を割り当てていることを示すコンポーネントキャリア指示を表す情報を含めて、移動局装
置へ送信しても良い。
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【００８６】
　図６では、例として、基地局装置が、ＤＣＣ３に配置された２つのＰＤＣＣＨ（それぞ
れ格子線、網線で示されるＰＤＣＣＨ）を使用して、ＤＣＣ３、ＤＣＣ４に配置されるＰ
ＤＳＣＨを割り当てていることを示している（ＤＣＣ３における格子線で示されるＰＤＣ
ＣＨでＤＣＣ３に配置されるＰＤＳＣＨを、ＤＣＣ３における格子線で示されるＰＤＣＣ
ＨでＤＣＣ４に配置されるＰＤＳＣＨを割り当てている）。基地局装置は、ＤＣＣ１、Ｄ
ＣＣ３、ＤＣＣ４に配置されたＰＤＳＣＨを使用して、（最大３つまでの）下りリンクト
ランスポートブロックを同一サブフレームで移動局装置へ送信することができる。
【００８７】
　また、図６において、移動局装置は、上りリンクのコンポーネントキャリアそれぞれの
ＰＵＳＣＨを使用して、複数の上りリンクトランスポートブロックを、同一サブフレーム
で基地局装置へ送信する。例えば、移動局装置は、ＵＣＣ１、ＵＣＣ２、ＵＣＣ３、ＵＣ
Ｃ４、ＵＣＣ５の５つのＰＵＳＣＨを使用して、（最大５つまでの）上りリンクトランス
ポートブロックを、同一サブフレームで基地局装置へ送信する。
【００８８】
　さらに、図６において、移動局装置は、基地局装置から送信される（複数の）ＰＤＣＣ
Ｈおよび／または（複数の）下りリンクトランスポートブロックに対するＨＡＲＱにおけ
る制御情報を、基地局装置へ送信する。例えば、移動局装置は、基地局装置から同一サブ
フレームで送信される５つのＰＤＣＣＨおよび／または５つの下りリンクトランスポート
ブロックに対するＨＡＲＱにおける制御情報を、基地局装置へ送信する。
【００８９】
　図６において、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するため
のＰＵＣＣＨリソースを移動局装置へ割り当てる。例えば、基地局装置は、移動局装置が
ＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＣＣＨリソースを、下りリンクコンポー
ネントキャリアそれぞれで送信されるＰＤＳＣＨ毎に割り当てることができる。すなわち
、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＣＣＨリ
ソースを、下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれで送信されるＰＤＳＣＨを割り当
てるＰＤＣＣＨに関連付けて割り当てる。
【００９０】
　また、例えば、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するため
のＰＵＣＣＨリソースを、ＲＲＣシグナリングを使用して割り当てることもできる。
【００９１】
　ここで、基地局装置が、移動局装置に対して、ＰＤＳＣＨ毎に（ＰＤＳＣＨを割り当て
るＰＤＣＣＨに関連付けて）ＰＵＣＣＨリソースを割り当てることを、ＰＵＣＣＨリソー
スを動的(ダイナミック)に割り当てるとも呼称する。基地局装置が、動的（ダイナミック
）にＰＵＣＣＨリソースを割り当てるとは、例えば、基地局装置が、ＰＵＣＣＨリソース
を１ｍｓ毎に、移動局装置に割り当てることを言う。
【００９２】
　また、基地局装置が、移動局装置に対して、ＲＲＣシグナリングを使用して、ＰＵＣＣ
Ｈリソースを割り当てることを、ＰＵＣＣＨリソースを準静的（セミスタティック）に割
り当てるとも呼称する。基地局装置が、準静的にＰＵＣＣＨリソースを割り当てるとは、
例えば、基地局装置が、ＰＵＣＣＨリソースを１００ｍｓ程度の間隔で、移動局装置に割
り当てることを言う。基地局装置によって準静的にＰＵＣＣＨリソースを割り当てられた
移動局装置は、割り当てられたＰＵＣＣＨリソースを長期的（永続的）に保持し、例えば
、ＨＡＲＱにおける制御情報を送信すべきタイミングで（ＨＡＲＱにおける制御情報を送
信する必要となった場合に）、ＰＵＣＣＨリソースを使用して、ＨＡＲＱにおける制御情
報を基地局装置へ送信する。
【００９３】
　ここで、基地局装置は、下りリンクのコンポーネントキャリアと、上りリンクのコンポ
ーネントキャリアの対応付けを、下りリンクのコンポーネントキャリアそれぞれで報知す
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る報知情報によって（報知チャネル（ＰＢＣＨ）を使用して）、セル固有に設定する。ま
た、基地局装置は、下りリンクのコンポーネントキャリアと、上りリンクのコンポーネン
トキャリアの対応付けを、移動局装置毎に送信するＲＲＣシグナリングによって、移動局
装置固有に設定する。さらに、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を
送信する上りリンクのコンポーネントキャリアを、報知チャネル、もしくは、ＲＲＣシグ
ナリングを使用して、セル固有、もしくは、移動局装置固有に設定する。
【００９４】
　また、基地局装置は、下りリンクのコンポーネントキャリアそれぞれで報知する報知情
報によって（報知チャネル（ＰＢＣＨ）を使用して）、移動局装置がＨＡＲＱにおける制
御情報を送信するためのＰＵＣＣＨのリソース（ＰＵＣＣＨリソース領域）を割り当てる
（確保する）。また、基地局装置は、移動局装置毎に送信するＲＲＣシグナリングによっ
て、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＣＣＨのリソース（Ｐ
ＵＣＣＨリソース領域）を割り当てる（確保する）。
【００９５】
　上述したように、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するた
めのＰＵＣＣＨリソースを、下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれで送信されるＰ
ＤＳＣＨを割り当てるＰＤＣＣＨに関連付けて割り当てる。すなわち、基地局装置は、下
りリンクのコンポーネントキャリア内に配置したＰＤＣＣＨのＰＤＣＣＨリソース（ＰＤ
ＣＣＨリソース領域）における位置によって、移動局装置がＰＵＣＣＨリソース領域のど
の領域にＨＡＲＱにおける制御情報を配置して送信するのか（ＰＵＣＣＨリソース領域内
のどの領域を使用してＨＡＲＱにおける制御情報を送信するのか）を指定する。すなわち
、移動局装置は、下りリンクのコンポーネントキャリアに配置されたＰＤＣＣＨが、ＰＤ
ＣＣＨリソース（ＰＤＣＣＨリソース領域）にどのように配置されているのかに応じて、
報知チャネル、もしくは、ＲＲＣシグナリングで設定された（ＰＵＣＣＨリソース領域内
の）ＰＵＣＣＨに、ＨＡＲＱにおける制御情報を配置して基地局装置へ送信する。ここで
、下りリンクのコンポーネントキャリアに配置されたＰＤＣＣＨとそれぞれのＰＵＣＣＨ
の対応は、例えば、それぞれのＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥの先頭のＣＣＥインデックス
とそれぞれのＰＵＣＣＨリソースのインデックスを対応付けることによって規定される。
【００９６】
　図６では、例として、斜線で示されるＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥの先頭のＣＣＥイン
デックスと実線で囲まれた斜線で示されるＰＵＣＣＨリソースのインデックス、格子線で
示されるＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥの先頭のＣＣＥインデックスと格子線で示されるＰ
ＵＣＣＨのインデックス、網線で示されるＰＤＣＣＨを構成するＣＣＥの先頭のＣＣＥイ
ンデックスと網線で示されるＰＵＣＣＨのインデックスが対応していることを示している
。
【００９７】
　すなわち、図６では、例として、基地局装置が、報知チャネル、もしくは、ＲＲＣシグ
ナリングを使用して、ＰＤＣＣＨが配置される下りリンクのコンポーネントキャリア（Ｄ
ＣＣ１）と上りリンクのコンポーネントキャリア（ＵＣＣ１）を対応させていることを示
している。また、基地局装置が、報知チャネル、もしくは、ＲＲＣシグナリングを使用し
て、ＰＤＣＣＨが配置される下りリンクのコンポーネントキャリア（ＤＣＣ３）と、上り
リンクのコンポーネントキャリア（ＵＣＣ３）を対応させていることを示している。
【００９８】
　また、移動局装置は、いずれか１つの上りリンクコンポーネントキャリアにおいて、Ｈ
ＡＲＱにおける制御情報を送信しても良い。例えば、移動局装置が１つの上りリンクコン
ポーネントキャリア内のＰＵＣＣＨリソースでＨＡＲＱにおける制御情報を送信すること
ができるように、基地局装置において、１つの上りリンクコンポーネントキャリア内に設
定可能なＰＵＣＣＨリソースの領域が割り当てられ（確保され）、移動局装置は、その領
域内のＰＵＣＣＨリソースを使用して、ＨＡＲＱにおける制御情報を基地局装置へ送信す
ることが可能である。
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【００９９】
　図６において、ＵＣＣ１における実線で囲まれた斜線で示されるＰＵＣＣＨリソースか
らＵＣＣ３における点線で囲まれた斜線で示されるＰＵＣＣＨリソースへの矢印は、基地
局装置が、報知チャネル、もしくは、ＲＲＣシグナリングを使用して、移動局装置がＨＡ
ＲＱにおける制御情報を送信するために、ＵＣＣ３内に設定可能なＰＵＣＣＨリソース（
ＰＵＣＣＨリソース領域）を割り当てている（確保している）ことを示している。
【０１００】
　また、図６において、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信す
るためのＰＵＳＣＨリソースを移動局装置へ割り当てる。例えば、基地局装置は、移動局
装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＳＣＨリソースを、ＲＲＣシグナ
リングを使用して、準静的に割り当てる。
【０１０１】
　また、例えば、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するため
の（複数の）ＰＵＳＣＨリソースを、ＲＲＣシグナリングを使用して設定し、さらに、Ｐ
ＤＣＣＨを使用してＰＵＳＣＨリソースを指示しても良い。すなわち、基地局装置は、移
動局装置に対して、ＲＲＣシグナリングを使用してＰＵＳＣＨリソースを設定し、ＰＤＣ
ＣＨを使用してＰＵＳＣＨリソースを指示することによって、ＰＵＳＣＨリソースを割り
当てることができる。ここで、基地局装置から送信されるＰＤＣＣＨとは、下りリンクに
対するリソース割り当てを行なう信号（「下りリンク送信許可信号」、ＰＤＳＣＨリソー
スを割り当てるＰＤＣＣＨとも言える）。例えば、基地局装置は、移動局装置に対して、
ＲＲＣシグナリングを使用して４つのＰＵＳＣＨリソースを設定し、さらに、４つのＰＵ
ＳＣＨリソースの中からどのＰＵＳＣＨリソースを使用してＨＡＲＱにおける制御情報を
送信するのかを、ＰＤＣＣＨを使用して指示しても良い。
【０１０２】
　ここで、基地局装置は、ＲＲＣシグナリングで設定したＰＵＳＣＨリソースの中から、
移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信する際に使用するＰＵＳＣＨリソースを、
ＰＤＣＣＨに含まれる情報（情報フィールド）によって（直接的に）指示することができ
る。また、基地局装置は、ＲＲＣシグナリングで設定したＰＵＳＣＨリソースの中から、
移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信する際に使用するＰＵＳＣＨリソースを、
ＰＤＣＣＨに関連付けて（暗示的に）指示することができる。例えば、基地局装置は、Ｐ
ＤＣＣＨのＣＣＥインデックスとＰＵＳＣＨリソースインデックスを対応付けることによ
って、ＰＵＳＣＨリソースを指示することができる。すなわち、基地局装置は、移動局装
置へ送信するＰＤＣＣＨのＰＤＣＣＨリソース内における位置に関連付けて、ＰＵＳＣＨ
リソースを移動局装置へ割り当てることができる。
【０１０３】
　すなわち、基地局装置は、移動局装置に対して、準静的にＰＵＳＣＨリソースを設定し
、動的にＰＵＳＣＨリソースを指示することによって、ＰＵＳＣＨリソースを割り当てる
。基地局装置が、ＲＲＣシグナリングを使用してＰＵＳＣＨリソースを設定し、ＰＤＣＣ
Ｈを使用してＰＵＳＣＨリソースを指示することで、伝播路の状況により柔軟に対応した
ＰＵＳＣＨリソースの割り当てを行うことが可能となる。
【０１０４】
　移動局装置は、基地局装置によって割り当てられたＰＵＳＣＨリソースを使用してＨＡ
ＲＱにおける制御情報を送信する。すなわち、移動局装置は、複数の下りリンクコンポー
ネントキャリアそれぞれに配置されたＰＤＣＣＨおよび／または下りリンクトランスポー
トブロックに対するＨＡＲＱにおける制御情報を、ＰＵＳＣＨリソースを使用して基地局
装置へ送信することができる。すなわち、移動局装置は、基地局装置からのＰＤＣＣＨお
よび／またはＰＤＳＣＨを受信した場合には、ＨＡＲＱにおける制御情報を、ＰＵＳＣＨ
リソースを使用して基地局装置へ送信できる、とも言える。
【０１０５】
　上述したように、移動局装置は、基地局装置からのＰＤＣＣＨ（「上りリンク送信許可
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信号」）に上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）を送信するためのＰＵＳＣＨのリソース割
り当てが含まれる場合には、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）および／または上りリン
ク制御データを、ＰＵＳＣＨリソースを使用して基地局装置へ送信する。
【０１０６】
　また、基地局装置からのＲＲＣシグナリングによって（準静的に）ＰＵＳＣＨリソース
が割り当てられた移動局装置は、同一サブフレームで送信される複数のＰＤＣＣＨおよび
／または複数の下りリンクトランスポートブロックに対するＨＡＲＱにおける制御情報を
基地局装置へ送信する。
【０１０７】
　また、基地局装置によって（準静的に）ＰＵＳＣＨリソースが設定され、ＰＤＣＣＨ（
「下りリンク送信許可信号」）によってＰＵＳＣＨリソースが指示された移動局装置は、
同一サブフレームで送信される複数のＰＤＣＣＨおよび／または複数の下りリンクトラン
スポートブロックに対するＨＡＲＱにおける制御情報を基地局装置へ送信する。
【０１０８】
　すなわち、基地局装置からのＲＲＣシグナリングまたはＰＤＣＣＨ（「下りリンク送信
許可信号」）によって割り当てられたＰＵＳＣＨリソースは、移動局装置は、ＨＡＲＱに
おける制御情報を送信するためのＰＵＳＣＨリソースである、とも言える。
【０１０９】
　図７は、基地局装置と移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送受信する際のシーケ
ンスチャートを示す図である。まず、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御
情報を送信するために、少なくとも１つのＰＵＳＣＨリソースを割り当てる（７０１）。
例えば、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＳ
ＣＨリソースを、ＲＲＣシグナリング（上位層における信号）を使用して移動局装置へ割
り当ててもよい。ここで、図７では、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御
情報を送信するためのＰＵＳＣＨリソースを、ＲＲＣシグナリングを使用して割り当てる
ことを記載するが、上述したように、基地局装置は、移動局装置に対して、ＲＲＣシグナ
リングを使用してＰＵＳＣＨリソースを設定し、ＰＤＣＣＨを使用してＰＵＳＣＨリソー
スを指示しても良い。
【０１１０】
　また、図７では、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するた
めのＰＵＳＣＨリソースを割り当てているが、基地局装置は、移動局装置がＨＡＲＱにお
ける制御情報を送信するためのＰＵＣＣＨリソースを割り当てても良い。
【０１１１】
　続いて、基地局装置は、ＰＤＳＣＨを使用して、下りリンクトランスポートブロックを
移動局装置へ送信する（７０２）。例えば、基地局装置は、下りリンクコンポーネントキ
ャリアそれぞれで、複数のＰＤＳＣＨを使用して、複数の下りリンクトランスポートブロ
ックを、同一サブフレームで移動局装置へ送信する。図７では、例として、基地局装置が
、移動局装置へ５つの下りリンクコンポーネントキャリアを使用して通信を行うことを設
定しており、下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれから１つのＰＤＳＣＨ（すなわ
ち、５つのＰＤＳＣＨ）が送信されることを想定する。
【０１１２】
　基地局装置からＰＤＳＣＨを使用して下りリンクトランスポートブロックを受信した移
動局装置は、ＰＤＳＣＨ（下りリンクトランスポートブロック）の受信状態に基づき、Ｈ
ＡＲＱにおける制御情報を生成し、ＨＡＲＱにおける制御情報をＰＵＳＣＨへ配置する（
７０３）。図７では、例として、移動局装置は、ＰＵＳＣＨへＨＡＲＱにおける制御情報
を配置することを記載するが、基地局装置によってＰＵＣＣＨが割り当てられた場合には
、移動局装置は、ＰＵＣＣＨへＨＡＲＱにおける制御情報を配置する。
【０１１３】
　ここで、信号品質を高めるために、ＨＡＲＱにおける制御情報に誤り訂正符号を付加し
ても良い。また、同一のＨＡＲＱにおける制御情報を複数配置しても良い。さらに信号品



(22) JP 5150006 B2 2013.2.20

10

20

30

40

50

質を高めるために、ＨＡＲＱにおける制御情報に誤り訂正符号を付加した後、誤り訂正符
号を付加された同一のＨＡＲＱにおける制御情報を複数配置しても良い。
【０１１４】
　続いて、ＨＡＲＱにおける制御情報をＰＵＳＣＨへ配置した移動局装置は、ＨＡＲＱに
おける制御情報を、基地局装置へ送信する（７０４）。このときに送信されるＨＡＲＱに
おける制御情報は、誤り訂正符号が付加されていても良く、同一のＨＡＲＱにおける制御
情報が複数含まれていても良い。
【０１１５】
　移動局装置からＰＵＳＣＨに配置されたＨＡＲＱにおける制御情報を受信した基地局装
置は、ＨＡＲＱにおける制御情報の抽出（検出）を行う（７０５）。ＨＡＲＱにおける制
御情報を抽出する際には、誤り訂正符号が付与されている場合には、その符号化方式に応
じて、復号を行う。また、同一のＨＡＲＱにおける制御情報を複数配置されている場合に
は、その配置に応じて、ＨＡＲＱを抽出する。
【０１１６】
　上記までに示した通り、複数のコンポーネントキャリアによって構成される広帯域な周
波数帯域を使用して通信を行う基地局装置と移動局装置が、ＨＡＲＱにおける制御情報を
送受信する際に、移動局装置が、基地局装置によって割り当てられたＰＵＳＣＨリソース
または、ＰＵＣＣＨリソースを使用してＨＡＲＱにおける制御情報を送信することによっ
て、明示的にＨＡＲＱにおける制御情報を送信することが可能となり、不必要なＨＡＲＱ
における制御情報の再送を防止することができる。不必要なＨＡＲＱにおける制御情報の
再送とは、例えば、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報として、ＡＣＫとＮＡＣＫと
ＤＴＸがあるが、ＮＡＣＫとＤＴＸを同じビットで送信し、移動局装置がＮＡＣＫを送信
する場合に、基地局装置において、ＤＴＸとして再送処理を行った場合、もう一度、同じ
変調レベルなどで下りリンク信号の送信を行うことになり、例えば、その下りリンク信号
の送信に利用する伝搬路において、ＮＡＣＫが発生するような伝搬路特性の場合には、移
動局装置においてその下りリンク信号を受信できず、基地局装置へＮＡＣＫを送信するこ
とになり、この場合もＮＡＣＫとＤＴＸを同じビットで送信することになる。つまり、基
地局装置と移動局装置間で不必要な処理を繰り返すことになる。一方、移動局装置がＤＴ
Ｘとして、ＮＡＣＫとＤＴＸを同じビットで送信した場合に、基地局装置において、ＮＡ
ＣＫが送信されたとして再送処理を行った場合、その前の送信よりもＭＣＳを下げて送信
することになり、本来達成可能なスループットよりも低下してしまう。つまり、基地局装
置と移動局装置間で不必要な処理を行うことになる。しかし、本実施形態のように、例え
ば、ＮＡＣＫとＤＴＸを明示的に通知することにより、上記、不必要な再送を防ぐことが
可能となる。
【０１１７】
　（第２の実施の形態）
　次に、本発明の第２の実施の形態について説明する。第２の実施形態では、基地局装置
は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＳＣＨリソースを割り
当て、移動局装置は、ＨＡＲＱにおける制御情報を、ＰＵＳＣＨリソースを利用して、基
地局装置へ送信する。
【０１１８】
　また、基地局装置は、移動局装置が複数の下りリンクコンポーネントキャリアに対する
ＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＣＣＨリソースを割り当て、移動局装置
は、ＨＡＲＱにおける制御情報を、ＰＵＣＣＨリソースを利用して、基地局装置へ送信す
る。
【０１１９】
　さらに、移動局装置が送信するＨＡＲＱにおける制御情報は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す
情報とＤＴＸを示す情報から構成される。また、移動局装置が送信するＨＡＲＱにおける
制御情報のうち、ＤＴＸを示す情報のビット数は、基地局装置において設定された下りリ
ンクコンポーネントキャリアの数と同じビット数である。
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【０１２０】
　図６に示す移動通信システムの例は、第２の実施の形態においても同様に適用可能であ
る。また、図７に示す基地局装置と移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送受信する
際のシーケンスチャートも同様に適用可能である。
【０１２１】
　第２の実施形態において、移動局装置は、基地局装置によって割り当てられたＰＵＳＣ
ＨリソースまたはＰＵＣＣＨリソースにＨＡＲＱにおける制御情報（以下、単に、ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ、ＤＴＸとも記載する）を配置する際に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＤＴＸを区別し
て配置する。例えば、移動局装置は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＤＴＸを送信する際に、これら
の情報を異なる情報フィールドに配置して、基地局装置へ送信する（ある情報フィールド
にＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を配置し、ある情報フィールドとは異なる情報フィールド
にＤＴＸを示す情報を配置して、基地局装置へ送信する）。
【０１２２】
　以下、第２の実施形態では、例として、基地局装置が、移動局装置に対して、５つの下
りリンクコンポーネントキャリアを使用して通信を行うことを設定した場合について記載
するが、第２の実施形態は、基地局装置が、移動局装置に対して、いくつの下りリンクコ
ンポーネントキャリアを使用して通信を行うことを設定した場合についても適用できるこ
とは勿論である。第２の実施形態では、基地局装置と移動局装置が、５つの下りリンクコ
ンポーネントキャリアのうち、１つ、または、複数の下りリンクコンポーネントキャリア
に配置されたＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨを送受信することを想定している。
【０１２３】
　図８に下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれで送信されるＰＤＳＣＨまたは、Ｐ
ＤＣＣＨに対するＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸと、それらの情報を示すビット（情報ビット
）との割り当て関係の例について示す。図８（Ａ）における表は、ＡＣＫ、ＮＡＣＫとそ
れらの情報を示すビットとの割り当て関係を示しており、ここでは例として、ビット“０
”をＡＣＫと割り当て、ビット“１”をＮＡＣＫと割り当てている。ここで、ＡＣＫ、Ｎ
ＡＣＫのビット割り当てとして、ビット“１”をＡＣＫと割り当て、ビット“０”をＮＡ
ＣＫと割り当てても良い。また、ＡＣＫ、ＮＡＣＫを示すビットは、上記で示した１ビッ
トに限らず、２ビット以上で示しても良く、例えば、２ビット“００”をＡＣＫ、２ビッ
ト“１１”をＮＡＣＫとしても良い。また、図８（Ｂ）における表は、ＤＴＸとその情報
を示すビット（ＤＴＸを示す情報ビット）との割り当て関係を示しており、ビット“０”
をＤＴＸ有と割り当て、ビット“１”をＤＴＸ無と割り当てている。また、ＤＴＸの有無
を示すビット割り当てとして、ビット“１”をＤＴＸ有、と割り当て、ビット“０”をＤ
ＴＸ無、と割り当てても良い。
【０１２４】
　例えば、移動局装置は、基地局装置からのＰＤＣＣＨを検出できなかった場合に、ＤＴ
Ｘ有として、ビット“０” を（ＤＴＸを示す情報フィールドのビットを“０”に設定し
て）基地局装置へ送信し、移動局装置は、基地局装置からのＰＤＣＣＨを検出できた場合
に、ＤＴＸ無として、ビット“１” を（ＤＴＸを示す情報フィールドのビットを“１”
に設定して）基地局装置へ送信する。
【０１２５】
　また、図９は、ＭＩＭＯ送信時において、下りリンクコンポーネントキャリアにおける
ＰＤＳＣＨそれぞれにおいて、２つのＣＷが適用された場合のＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸ
とそれを示すビットとの割り当て関係の例を示している。移動局装置は、ＭＩＭＯ送信時
には、下りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳＣＨにおけるＣＷ毎にＡＣＫ／
ＮＡＣＫを送信する。すなわち、移動局装置は、基地局装置から送信されるＣＷ毎にＡＣ
Ｋ、ＮＡＣＫをそうしんする。例えば、基地局装置から２つのＣＷが送信される場合には
、移動局装置は、ＣＷ毎に、２つのＡＣＫ、ＮＡＣＫを送信する。
【０１２６】
　図９（Ａ）の表では、２ビットのＡＣＫ、ＮＡＣＫとそれを示すビットとの割り当て関
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係を示しており、ビット“００”をＡＣＫ、ＡＣＫと割り当て、ビット“０１”をＡＣＫ
、ＮＡＣＫと割り当て、ビット“１０”をＮＡＣＫ、ＡＣＫと割り当て、ビット“１１”
をＮＡＣＫ、ＮＡＣＫと割り当てていることを示している。ここで、２ビットの情報ビッ
トによって現れるＡＣＫ、ＮＡＣＫ割り当ては、これに限るものでなく、例えば、ビット
“１１”をＡＣＫ、ＡＣＫと割り当て、ビット“１０”をＡＣＫ、ＮＡＣＫと割り当て、
ビット“０１”をＮＡＣＫ、ＡＣＫと割り当て、ビット“００”をＮＡＣＫ、ＮＡＣＫと
割り当てても良い。また、ＡＣＫ、ＮＡＣＫを表現するビットは上記で示した２ビットに
限らず、３ビット以上で示しても良く、例えば、３ビット“０００”をＡＣＫ、ＡＣＫ、
３ビット“０１０”をＡＣＫ、ＮＡＣＫ、３ビット“１０１”をＮＡＣＫ、ＡＣＫ、３ビ
ット“１１１”をＮＡＣＫ、ＮＡＣＫと割り当てても良い。
【０１２７】
　さらに、図９（Ｂ）の表は、ＤＴＸとその情報を示すビット（情報ビット）との割り当
て関係を示しており、ビット“０”をＤＴＸ有と割り当て、ビット“１”をＤＴＸ無と割
り当てていることを示している。ここで、ＤＴＸの有無を示すビット割り当てとして、ビ
ット“１”をＤＴＸ有、と割り当て、ビット“０”をＤＴＸ無、と割り当てても良い。
【０１２８】
　図１０は、基地局装置が、移動局装置に対して、５つの下りリンクコンポーネントキャ
リアを使用して通信を行うことを設定した場合の移動局装置の動作を説明する図である。
図１０において、基地局装置は、５つの下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれに配
置されたＰＤＳＣＨを使用して、同一サブフレームで、（最大で）５つの下りリンクトラ
ンスポートブロックを移動局装置へ送信する。
【０１２９】
　図１０において、移動局装置は、ＤＣＣ１における左上がり斜線で示されるＰＤＣＣＨ
において、ＤＣＣ１におけるＰＤＳＣＨの割り当てを通知され、ＤＣＣ３における横線で
示されるＰＤＣＣＨにおいて、ＤＣＣ２におけるＰＤＳＣＨの割り当てを通知され、ＤＣ
Ｃ３における格子線で示されるＰＤＣＣＨにおいて、ＤＣＣ３におけるＰＤＳＣＨの割り
当てを通知され、ＤＣＣ３における網線で示されるＰＤＣＣＨにおいて、ＤＣＣ４におけ
るＰＤＳＣＨの割り当てを通知され、ＤＣＣ５における右上がり斜線で示されるＰＤＣＣ
Ｈにおいて、ＤＣＣ５におけるＰＤＳＣＨの割り当てを通知されている。ここで、ＤＣＣ
１からＤＣＣ５までにおける下りリンクコンポーネントキャリアは、どのような順番に配
置されていても良いが、例えば、低い（高い）周波数から昇順（降順）に配置されている
。
【０１３０】
　また、基地局装置から、ＤＣＣ１からＤＣＣ５までそれぞれにおいて、ＰＤＳＣＨにお
ける送信が行われることを想定し、ＤＣＣ１からＤＣＣ５までを移動局装置へ設定し、Ｐ
ＤＣＣＨにおいて、ＤＣＣ１からＤＣＣ５までのそれぞれの下りリンクコンポーネントキ
ャリアにおいて、ＰＤＳＣＨが配置されることを通知し、基地局装置によりＰＤＳＣＨの
送信が行われた場合に、ＤＣＣ１からＤＣＣ５までのそれぞれにおけるＰＤＳＣＨ及び／
またはＰＤＣＣＨに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＤＴＸを送信することを想定する。
【０１３１】
　移動局装置は、基地局装置から５つの下りリンクコンポーネントキャリアを使用して送
信されるＰＤＣＣＨおよび／または下りリンクトランスポートブロック（ＰＤＳＣＨでも
良い）に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＤＴＸを送信する。ここで、移動局装置は、５つの下
りリンクコンポーネントキャリアを使用して送信されるＰＤＣＣＨそれぞれ、および／ま
たは下りリンクトランスポートブロック（ＰＤＳＣＨでも良い）それぞれ、に対するＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫ、ＤＴＸを送信する。
【０１３２】
　ここで、移動局装置は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫとＤＴＸを示す情報を、それぞれ区別して表
現して、基地局装置へ送信する。例えば、移動局装置は、ＤＣＣ１で送信されるＰＤＣＣ
Ｈに対するＤＴＸを示す情報、ＤＣＣ１で送信される下りリンクトランスポートブロック
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に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、それぞれ別の情報フィールド（例えば、２つの
情報フィールド）に配置して、基地局装置へ送信する。同様に、移動局装置は、ＤＣＣ２
で送信されるＰＤＣＣＨに対するＤＴＸを示す情報、ＤＣＣ２で送信される下りリンクト
ランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、それぞれ別の情報フィー
ルド（例えば、２つの情報フィールド）に配置して、基地局装置へ送信する。同様に、移
動局装置は、ＤＣＣ３で送信されるＰＤＣＣＨに対するＤＴＸを示す情報、ＤＣＣ３で送
信される下りリンクトランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、そ
れぞれ別の情報フィールド（例えば、２つの情報フィールド）に配置して、基地局装置へ
送信する。同様に、移動局装置は、ＤＣＣ４で送信されるＰＤＣＣＨに対するＤＴＸを示
す情報、ＤＣＣ４で送信される下りリンクトランスポートブロックに対するＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫを示す情報を、それぞれ別の情報フィールド（例えば、２つの情報フィールド）に配
置して、基地局装置へ送信する。同様に、移動局装置は、ＤＣＣ５で送信されるＰＤＣＣ
Ｈに対するＤＴＸを示す情報、ＤＣＣ５で送信される下りリンクトランスポートブロック
に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を、それぞれ別の情報フィールド（例えば、２つの
情報フィールド）に配置して、基地局装置へ送信する。
【０１３３】
　すなわち、基地局装置から５つの下りリンクコンポーネントキャリアを使用して通信を
行うことが設定された移動局装置は、下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれで送信
されるＰＤＣＣＨおよび／または下りリンクトランスポートブロックに対するＨＡＲＱに
おける制御情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＤＴＸ）を、それぞれ別の情報フィールド（例えば
、１０個の情報フィールド）に配置して、基地局装置へ送信する。
【０１３４】
　また、例えば、移動局装置は、ＤＣＣ１で送信されるＰＤＣＣＨおよび／または下りリ
ンクトランスポートに対するＨＡＲＱにおける制御情報とＤＣＣ２で送信されるＰＤＣＣ
Ｈおよび／または下りリンクトランスポートに対するＨＡＲＱにおける制御情報とＤＣＣ
３で送信されるＰＤＣＣＨおよび／または下りリンクトランスポートに対するＨＡＲＱに
おける制御情報とＤＣＣ４で送信されるＰＤＣＣＨおよび／または下りリンクトランスポ
ートに対するＨＡＲＱにおける制御情報とＤＣＣ５で送信されるＰＤＣＣＨおよび／また
は下りリンクトランスポートに対するＨＡＲＱにおける制御情報を、それらの情報の組み
合わせとして表現し、８つの情報フィールドに配置して、基地局装置へ送信する（１つの
情報フィールドで１ビットの情報を送信可能な場合、８個の情報フィールドを使用して、
２５６の組み合わせを表現することができる）。
【０１３５】
　以下、第２の実施形態においては、移動局装置は１０個の情報フィールドにＨＡＲＱに
おける制御情報を送信することを記載しているが、上述したように、ＨＡＲＱにおける制
御情報を組み合わせとして表現し、例えば、８個の情報フィールドを利用して基地局装置
へ送信しても良い。
【０１３６】
　図１１に、基地局装置が、移動局装置に対して、５つの下りリンクコンポーネントキャ
リアを使用して通信を行うことを設定し、５つの下りリンクコンポーネントキャリアそれ
ぞれにおいてＰＤＣＣＨおよび／またはＰＤＳＣＨが配置された場合におけるＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ、ＤＴＸのＰＵＳＣＨリソースまたはＰＵＣＣＨリソースに配置する際の例を示す
。なお、それぞれの配置における数字は各情報を配置する順番を示しており、例えば、１
から１０の昇順にＤＴＸまたはＡＣＫ／ＮＡＣＫを配置することを示している。
【０１３７】
　ここで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫまたはＤＴＸを示す情報のＰＵＳＣＨリソースまたはＰＵＣ
ＣＨリソースへの配置の例とは、各情報をＰＵＳＣＨリソースまたはＰＵＣＣＨリソース
に配置する前の行列（例えば、ＤＦＴ処理前の行インデックス、列インデックスで示され
る行列）への配置の例を示している。例えば、移動局装置は、複数のコンポーネントキャ
リアで送信されるＰＤＣＣＨおよび／または下りリンクトランスポートブロックに対する
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ＡＣＫ／ＮＡＣＫまたはＤＴＸを示す情報を、順番に、時間軸方向（例えば、ＤＦＴ処理
前の行列における行インデックスの方向）に配置し、時間軸方法の全ての領域（例えば、
全てのＳＣ－ＦＤＭＡシンボル）にＡＣＫ／ＮＡＣＫまたはＤＴＸを示す情報が配置され
た後（ＲＳを除く１２個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにＡＣＫ／ＮＡＣＫまたはＤＴＸを示
す情報が配置された後）に、周波数軸の方向（ＤＦＴ処理前の行列における列インデック
スの方向）に配置する（タイム・ファースト・マッピングと呼称される）。ここで、この
行列は、リソースエレメントの配置と同様の構成になっているが、この行列に対して、例
えばＤＦＴ処理が行われるため、最終的に、周波数方向には拡散されることになる。
【０１３８】
　図１１（Ａ）に示すようにＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸの配置の１例では、まず下りリン
クコンポーネントキャリア（ＤＣＣ１～ＤＣＣ５）におけるＰＤＳＣＨそれぞれに対応す
るＤＣＣ１からＤＣＣ５までのＤＴＸをその順番に配置し、続けて下りリンクコンポーネ
ントキャリア（ＤＣＣ１～ＤＣＣ５）におけるＰＤＳＣＨそれぞれに対応するＤＣＣ１か
らＤＣＣ５までのＡＣＫ／ＮＡＣＫをその順番に配置している。ここで、ＤＴＸとＡＣＫ
／ＮＡＣＫの配置順序は逆でも良く、下りリンクコンポーネントキャリアにおけるＰＤＳ
ＣＨに対応するそれぞれのＤＴＸを配置した後、各ＰＤＳＣＨに対応するＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋを配置する順番にしても良い。
【０１３９】
　一方、図１１（Ｂ）に示すように、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸの配置の他の例では、ま
ず、ＤＣＣ１におけるＰＤＳＣＨに対応するＤＴＸ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを順番に配置する
。続いて、ＤＣＣ２におけるＰＤＳＣＨに対応するＤＴＸ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの順に配置
し、続けて、ＤＣＣ３におけるＰＤＳＣＨに対応するＤＴＸ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの順に配
置する。さらに続けて、ＤＣＣ４におけるＰＤＳＣＨに対応するＤＴＸ、ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋの順に配置する。最後に、ＤＣＣ５におけるＰＤＳＣＨに対応するＤＴＸ、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを配置する。ここで、それぞれのＤＣＣにおけるＤＴＸとＡＣＫ／ＮＡＣＫの配置
の順番は逆でも良い。
【０１４０】
　このように、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＤＴＸをそれぞれ独立に割り当てることにより、ＡＣ
Ｋ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸを基地局装置において、即座に判断可能であり、移動局装置、基地
局装置において、大きなテーブルを保持する必要がない。移動局装置、基地局装置におい
て、大きなテーブルを保持する必要がないことから、それを保持するためのメモリを小さ
くすることができ、移動局装置、基地局装置を簡易化することが可能である。
【０１４１】
　上述したように、移動局装置は、下りリンクコンポーネントキャリアそれぞれで送信さ
れるＰＤＣＣＨそれぞれ、および／または、下りリンクトランスポートブロックそれぞれ
、に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫまたはＤＴＸを、別の情報フィールドに配置して、基地局装
置へ送信する。例えば、移動局装置は、基地局装置によって５つの下りリンクコンポーネ
ントキャリアを使用して通信を行うことが設定された場合には、１０個の情報フィールド
を使用して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫまたはＤＴＸを送信する。
【０１４２】
　ここで、基地局装置は、移動局装置へ下りリンクでＰＤＳＣＨを割り当てるかもしれな
い下りリンクコンポーネントキャリアを設定することができる。例えば、基地局装置は、
下りリンクにおいてＰＤＳＣＨを割り当てるかもしれない下りリンクコンポーネントキャ
リアのセットを、ＲＲＣシグナリングを使用して、移動局装置へ設定する（以下、この下
りリンクコンポーネントキャリアのセットを、下りリンクコンポーネントキャリアセット
（ＤＣＣセット：Downlink Component Carrier Set）とも呼称する）。例えば、基地局装
置は、下りリンクコンポーネントキャリアを追加および／または除去する情報を含むＲＲ
Ｃシグナリングを移動局装置へ送信し、ＤＣＣセットを準静的に設定することができる（
下りリンクコンポーネントキャリアを追加する、および／または、取り除くことができる
）。
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【０１４３】
　また、基地局装置は、下りリンクコンポーネントキャリアの活性化（アクティブ）およ
び／または非活性化（デアクティブ）する情報（活性化および／または非活性化を指示す
る情報）を、移動局装置へ送信し、下りリンクコンポーネントキャリアのセットを、活性
化および／または非活性化することができる（以下、この下りリンクコンポーネントキャ
リアのセットを、下りリンクコンポーネントキャリア活性化セット（ＤＣＣアクティブセ
ット：Downlink Component Carrier Active Set）とも呼称する）。例えば、基地局装置
は、下りリンクにおいて、活性化および／または非活性する下りリンクコンポーネントキ
ャリアのセットを、ＰＤＣＣＨまたはＭＡＣコントロールエレメント（ＭＡＣ（Medium A
ccess Control）層で送受信される信号）で、移動局装置へ指示することができる。
【０１４４】
　例えば、基地局装置は、ＤＣＣセットとしてＤＣＣ１、ＤＣＣ２、ＤＣＣ３、ＤＣＣ４
、ＤＣＣ５を、移動局装置へ設定し、ＤＣＣアクティブセットとしてＤＣＣ１、ＤＣＣ３
、ＤＣＣ５を、移動局装置へ指示することができる。また、例えば、基地局装置は、ＤＣ
ＣセットとしてＤＣＣ１、ＤＣＣ２、ＤＣＣ３、ＤＣＣ４、ＤＣＣ５を移動局装置へ設定
し、ある特定のタイミングで（例えば、下りリンクデータ（ＤＬ－ＳＣＨ）を受信したタ
イミングで）、ＤＣＣアクティブセットとしてＤＣＣ１、ＤＣＣ２、ＤＣＣ３、ＤＣＣ４
、ＤＣＣ５を、活性化することができる。
【０１４５】
　すなわち、ＤＣＣアクティブセットは、ＤＣＣセットの中の下りリンクコンポーネント
キャリアに対して設定される。また、基地局装置は、ＤＣＣアクティブセットを、移動局
装置がＰＤＣＣＨの検出を試みる（ＰＤＣＣＨをモニタリングする）下りリンクコンポー
ネントキャリアとして設定することもできる。
【０１４６】
　以下、例として、基地局装置が、ＤＣＣセットとしてＤＣＣ１、ＤＣＣ２、ＤＣＣ３、
ＤＣＣ４、ＤＣＣ５を移動局装置へ設定し、ＤＣＣアクティブセットとしてＤＣＣ１、Ｄ
ＣＣ３、ＤＣＣ５を移動局装置へ指示した場合について記載するが、基地局装置が、他の
下りリンクコンポーネントキャリアを、ＤＣＣセットまたはＤＣＣアクティブセットとし
て設定／指示した場合にも、同様の動作が行われることは勿論である。
【０１４７】
　基地局装置は、移動局装置に対して、ＤＣＣセットとしてＤＣＣ１、ＤＣＣ２、ＤＣＣ
３、ＤＣＣ４、ＤＣＣ５を設定し、ＤＣＣアクティブセットとしてＤＣＣ１、ＤＣＣ３、
ＤＣＣ５を指示する。すなわち、基地局装置は、ＤＣＣアクティブセットとして指示した
ＤＣＣ１、ＤＣＣ３、ＤＣＣ５に配置されたＰＤＣＣＨを使用して、ＤＣＣ１、ＤＣＣ３
、ＤＣＣ５に配置されたＰＤＳＣＨを割り当てることができる。例えば、基地局装置は、
ＤＣＣ１、ＤＣＣ３、ＤＣＣ５それぞれに配置されたＰＤＣＣＨを使用して、ＤＣＣ１、
ＤＣＣ３、ＤＣＣ５それぞれに配置されたＰＤＳＣＨを割り当て、同一サブフレームで、
（最大で）３つまでの下りリンクトランスポートブロックを移動局装置へ送信する。
【０１４８】
　移動局装置は、基地局装置から送信されたＰＤＣＣＨおよび／または下りリンクトラン
スポートブロックに対するＨＡＲＱにおける制御情報を送信する。この際、移動局装置は
、基地局装置によって非活性化された下りリンクコンポーネントキャリアに対応するＨＡ
ＲＱにおける制御情報を配置する情報フィールドに、ＤＴＸを示す情報（ＤＴＸ有）を配
置して、基地局装置へ送信する。
【０１４９】
　例えば、移動局装置は、ＤＣＣ１を使用して送信された下りリンクトランスポートブロ
ックに対してＡＣＫ、ＤＣＣ３を使用して送信された下りリンクトランスポートブロック
に対してＮＡＣＫ、ＤＣＣ５を使用して送信された下りリンクトランスポートブロックに
対してＡＣＫを送信する場合、１０個の情報フィールドに、ＤＣＣ１（ＤＴＸ無、ＡＣＫ
）、ＤＣＣ２（ＤＴＸ有、ＮＡＣＫ）、ＤＣＣ３（ＤＴＸ無、ＮＡＣＫ）、ＤＣＣ４（Ｄ
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ＴＸ有、ＮＡＣＫ）、ＤＣＣ５（ＤＴＸ無、ＡＣＫ）を配置して、基地局装置へ送信する
。ここで、移動局装置は、ＤＴＸ有を基地局装置へ送信する場合には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
を示す情報を配置する情報フィールドにＮＡＣＫを配置して送信する。
【０１５０】
　すなわち、移動局装置は、基地局装置からＤＣＣセットとして設定された下りリンクコ
ンポーネントキャリアの数に対応して、ＨＡＲＱにおける制御情報を配置するための情報
フィールドを確保する。すなわち、移動局装置は、基地局装置からＤＣＣセットとして設
定された下りリンクコンポーネントキャリアの数の２倍の情報フィールドを、ＨＡＲＱに
おける制御情報を配置するための情報フィールドとして確保する。例えば、移動局装置は
、基地局装置からＤＣＣセットとして５つの下りリンクコンポーネントキャリアが設定さ
れた場合には、１０個の情報フィールドを確保し、基地局装置からＤＣＣセットとして３
つの下りリンクコンポーネントキャリアが設定された場合には、６個の情報フィールドを
確保する。
【０１５１】
　基地局装置からＤＣＣセットとして設定された下りリンクコンポーネントキャリアに対
応する数の情報フィールドを確保した移動局装置は、基地局装置によって指示されたＤＣ
Ｃアクティブセットに対応して、確保した情報フィールドにＤＴＸを示す情報（ＤＴＸ有
）を配置して、基地局装置へ送信する。すなわち、移動局装置は、基地局装置によって活
性化されなかった下りリンクコンポーネントキャリアに対応するＨＡＲＱにおける制御情
報を配置する情報フィールドに、ＤＴＸ有を配置して、基地局装置へ送信する。ここで、
移動局装置は、ＤＴＸ有を基地局装置へ送信する場合には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報
を配置する情報フィールドにＮＡＣＫを配置して送信する。
【０１５２】
　このように、移動局装置が、ＨＡＲＱにおける制御情報を配置する情報フィールドを、
基地局装置によって設定されたＤＣＣセットに対応して確保することによって、情報フィ
ールドの数を迅速に変化させる必要がなく、情報フィールドを容易に確保することが可能
となる。例えば、基地局装置からのＲＲＣシグナリングによって設定されたＤＣＣセット
に対応して、移動局装置が、ＨＡＲＱにおける制御情報を配置するための情報フィールド
を確保することによって、より信頼性を高くして情報フィールドを確保することが可能と
なる。移動局装置が、ＨＡＲＱにおける制御情報を配置するための情報フィールドを高い
信頼性で確保することによって、基地局装置と移動局装置の間で、より信頼性を高くして
ＨＡＲＱにおける制御情報を送受信することが可能となる（例えば、ある情報フィールド
に対して、基地局装置は、上りリンクデータ（ＵＬ－ＳＣＨ）が配置されていると判断し
、移動局装置は、ＨＡＲＱにおける制御情報を配置している、というような不一致を回避
することができる）。
【０１５３】
　ここで、移動局装置は、ＰＤＣＣＨを検出できなかった場合（ＤＴＸ有）には、基地局
装置によって下りリンクコンポーネントキャリアが活性化または非活性化されているのか
を示す情報を、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報が配置される情報フィールドに配置して基地
局装置へ送信しても良い。
【０１５４】
　すなわち、移動局装置は、基地局装置からのＰＤＣＣＨを検出した場合（ＤＴＸ無）に
は、ある情報フィールドにＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を配置し、基地局装置からのＰＤ
ＣＣＨを検出できなかった場合（ＤＴＸ有）には、ある情報フィールドに下りリンクコン
ポーネントキャリアの活性化／非活性化を示す情報を配置することができる。移動局装置
は、基地局装置からのＰＤＣＣＨを検出したかどうかに応じて、ある情報フィールドに配
置する情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報、または、下りリンクコンポーネントキャリア
の活性化／非活性化を示す情報）を切り替えて、基地局装置へ送信することができる。
【０１５５】
　例えば、基地局装置によって、ＤＣＣアクティブセットとしてＤＣＣ１、ＤＣＣ３、Ｄ



(29) JP 5150006 B2 2013.2.20

10

20

30

40

50

ＣＣ５が指示され、ＤＣＣ１を使用して送信された下りリンクトランスポートブロックに
対してＡＣＫ、ＤＣＣ３を使用して送信されたＰＤＣＣＨに対してＤＴＸ（ＤＴＸ有）、
ＤＣＣ５を使用して送信された下りリンクトランスポートブロックに対してＮＡＣＫを送
信する場合、移動局装置は、１０個の情報フィールドに、ＤＣＣ１（ＤＴＸ無、ＡＣＫ）
、ＤＣＣ２（ＤＴＸ有、非活性（Deactivate））、ＤＣＣ３（ＤＴＸ有、活性（Activate
））、ＤＣＣ４（ＤＴＸ有、非活性（Deactivate））、ＤＣＣ５（ＤＴＸ無、ＡＣＫ）を
配置して、基地局装置へ送信する。
【０１５６】
　基地局装置においては、移動局装置からＰＤＣＣＨを検出したことを示す情報（ＤＴＸ
無）を受信することで、対応する下りリンクコンポーネントキャリアが活性化されている
と判断することができる。また、移動局装置が、ＰＤＣＣＨを検出できなかったことを示
す情報（ＤＴＸ有）を送信する際に、下りリンクコンポーネントキャリアの状況（活性化
されている、または、非活性化されている）を共に送信することで、基地局装置に対して
、下りリンクコンポーネントキャリアが活性化されている状況においてＰＤＣＣＨを検出
できないのか、または、下りリンクコンポーネントキャリアが非活性化されている状況に
おいてＰＤＣＣＨを検出できないのかを通知することが可能となる。
【０１５７】
　このように、移動局装置が、ＤＴＸを示す情報（ＤＴＸ有）を送信する際に、下りリン
クコンポーネントキャリアの活性化／非活性化を示す情報を共に送信することによって、
基地局装置と移動局装置の間で、活性化／非活性化された下りリンクコンポーネントキャ
リアの不一致を回避することが可能となる（例えば、ある下りリンクコンポーネントキャ
リアに対して、基地局装置は、活性化されていると判断し、移動局装置は、非活性化され
ている、というような不一致を回避することができる）。
【０１５８】
　さらに、移動局装置が、ＰＤＣＣＨを検出できた場合には、ある情報フィールドにＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫを示す情報を配置し、ＰＤＣＣＨを検出できなかった場合には、ある情報フ
ィールドに下りリンクコンポーネントキャリアの活性化／非活性化を示す情報を配置して
、基地局装置へ送信することによって、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報と下りリンクコンポ
ーネントキャリアの活性化／非活性化を示す情報を送信する際に使用する情報フィールド
を共通化することが可能となり、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報または下りリンクコンポー
ネントキャリアの活性化／非活性化を示す情報を、より効率的に基地局装置へ送信するこ
とが可能となる。すなわち、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報を配置するための情報フィール
ドと、下りリンクコンポーネントキャリアの活性化／非活性化を示す情報を配置するため
の情報フィールドを、両方設ける必要がなくなる。
【０１５９】
　上記までに示した通り、複数のコンポーネントキャリアによって構成される広帯域な周
波数帯域を使用して通信を行う基地局装置と移動局装置が、ＨＡＲＱにおける制御情報を
送受信する際に、移動局装置が、基地局装置によって割り当てられたＰＵＳＣＨリソース
または、ＰＵＣＣＨリソースを使用してＨＡＲＱにおける制御情報を送信することによっ
て、明示的にＨＡＲＱにおける制御情報を送信することが可能となり、不必要なＨＡＲＱ
における制御情報の再送を防止することができる。
【０１６０】
　（第３の実施の形態）
　次に、本発明の第３の実施の形態について説明する。第３の実施形態では、基地局装置
は、移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＳＣＨリソースを割り
当て、移動局装置は、ＨＡＲＱにおける制御情報を、ＰＵＳＣＨリソースを利用して、基
地局装置へ送信する。
【０１６１】
　基地局装置は、移動局装置が複数の下りリンクコンポーネントキャリアに対するＨＡＲ
Ｑにおける制御情報を送信するためのＰＵＣＣＨリソースを割り当て、移動局装置は、Ｈ
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ＡＲＱにおける制御情報を、ＰＵＣＣＨリソースを利用して、基地局装置へ送信する。
【０１６２】
　移動局装置が送信するＨＡＲＱにおける制御情報は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを示す情報とＤ
ＴＸを示す情報から構成される。
【０１６３】
　移動局装置が送信するＨＡＲＱにおける制御情報のうち、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＤＴＸを
示す情報は、基地局装置において設定された下りリンクコンポーネントキャリアと関連付
けられた上りリンクコンポーネントキャリアにおけるリソースにより送信する。
【０１６４】
　移動局装置が送信するＨＡＲＱにおける制御情報のうち、ＤＴＸを示す情報のビット数
は、基地局装置において設定された下りリンクコンポーネントキャリアの数よりも１ビッ
ト少ないビット数で示される。
【０１６５】
　図６に示す移動通信システムの例は、第３の実施の形態においても同様に適用可能であ
る。また、図７に示す基地局装置と移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送受信する
際のシーケンスチャートも同様に適用可能である。
【０１６６】
　第２の実施の形態との違いは、図７における７０３ＰＵＳＣＨへＨＡＲＱにおける制御
情報の配置方法にある。第２の実施の形態では、ＤＴＸを示すビット数は割り当てられた
下りリンクコンポーネントキャリア数と同じであったが、第３の実施の形態では、ＤＴＸ
を示すビット数は割り当てられた下りリンクコンポーネントキャリア数よりも１ビット少
ないことである。
【０１６７】
　ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸのビット割り当ては、１つのＣＷのみによって下りリンクコ
ンポーネントキャリアが送信された場合には、図８を適用し、ＭＩＭＯを行い、２つ以上
のＣＷが適用された場合には、図９を同様に適用可能である。
【０１６８】
　ここで、ＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＳＣＨリソースは、５つの下
りリンクコンポーネントキャリアのいずれかに関連付けられているものとし、ここでは、
ＤＣＣ３に関連付けられているものとして、説明する。ＤＣＣ３とＨＡＲＱにおける制御
情報を送信するためのＰＵＳＣＨリソースとの関連付けは、例えば、ＲＲＣシグナリング
により通知されたＰＵＳＣＨリソースがＤＣＣ３と関連付けられていることを示す。
【０１６９】
　続いて、５つの下りリンクコンポーネントキャリアが設定され、５つの下りリンクコン
ポーネントキャリアそれぞれにおいてＰＤＳＣＨが配置された場合におけるＡＣＫ、ＮＡ
ＣＫ、ＤＴＸのビット表現について示す。
【０１７０】
　図１０に示される、５つの下りリンクコンポーネントキャリアが設定され、５つの下り
リンクコンポーネントキャリアそれぞれにおいてＰＤＳＣＨが配置された場合におけるＰ
ＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨの関係とそれぞれの下りリンクコンポーネントキャリアに対す
るＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸの送信の関係を示す例を同様に適用可能である。
【０１７１】
　図１２に、５つの下りリンクコンポーネントキャリアが設定され、５つの下りリンクコ
ンポーネントキャリアそれぞれにおいてＰＤＳＣＨが配置された場合におけるＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ、ＤＴＸを示した場合のＰＵＳＣＨにおける配置の例を２つ示す。なお、それぞれ
の配置における数字は配置する順番を示しており、１から９の昇順にＤＴＸまたは、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫを配置することを示している。
【０１７２】
　図１２（Ａ）に示すように、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸの配置の１例では、まず下りリ
ンクコンポーネントキャリア（ＤＣＣ１～ＤＣＣ５）におけるＰＤＳＣＨそれぞれに対応
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するＤＣＣ１、ＤＣＣ２、ＤＣＣ４、ＤＣＣ５におけるＤＴＸをその順番に配置し、続け
て下りリンクコンポーネントキャリア（ＤＣＣ１～ＤＣＣ５）におけるＰＤＳＣＨそれぞ
れに対応するＤＣＣ１からＤＣＣ５までのＡＣＫ／ＮＡＣＫをその順番に配置している。
ここで、ＤＴＸとＡＣＫ／ＮＡＣＫの配置順序は逆でも良く、下りリンクコンポーネント
キャリアにおけるＰＤＳＣＨに対応するそれぞれのＤＴＸを配置した後、各ＰＤＳＣＨに
対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫを配置する順番にしても良い。
【０１７３】
　一方、図１２（Ｂ）に示すように、ＡＣＫ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸの配置の他の例では、ま
ず、ＤＣＣ１におけるＰＤＳＣＨに対応するＤＴＸ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを順番に配置する
。続いて、ＤＣＣ２におけるＰＤＳＣＨに対応するＤＴＸ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの順に配置
し、続けて、ＤＣＣ３におけるＰＤＳＣＨに対応するＤＴＸ、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの順に配
置する。さらに続けて、ＤＣＣ４におけるＰＤＳＣＨに対応するＤＴＸ、ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋの順に配置する。最後に、ＤＣＣ５におけるＰＤＳＣＨに対応するＤＴＸ、ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫを配置する。ここで、それぞれのＤＣＣにおけるＤＴＸとＡＣＫ／ＮＡＣＫの配置
の順番は逆でも良い。
【０１７４】
　このように、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＤＴＸをそれぞれ独立に割り当てることにより、ＡＣ
Ｋ、ＮＡＣＫ、ＤＴＸを基地局装置において、即座に判断可能であり、移動局装置、基地
局装置において、大きなテーブルを保持する必要がない。また、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、ＤＴ
Ｘを検出するための大きなテーブルを保持する必要がないため、移動局装置、基地局装置
において、そのテーブルに要するメモリを削減でき、移動局装置、基地局装置を簡略化す
ることが可能である。
【０１７５】
　上記までに示した通り、複数のコンポーネントキャリアによって構成される広帯域な周
波数帯域を使用して通信を行う基地局装置と移動局装置が、ＨＡＲＱにおける制御情報を
送受信する際に、移動局装置が、基地局装置によって割り当てられたＰＵＳＣＨリソース
または、ＰＵＣＣＨリソースを使用してＨＡＲＱにおける制御情報を送信することによっ
て、明示的にＨＡＲＱにおける制御情報を送信することが可能となり、不必要なＨＡＲＱ
における制御情報の再送を防止することができる。
【０１７６】
　また、第１の実施の形態から第３の実施の形態で示したＤＴＸおよび、ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋの配置方法は、ＰＵＳＣＨにおいて、ＵＬ－ＳＣＨとＡＣＫ／ＮＡＣＫを同時に送信す
る場合にも利用することが可能である。
【０１７７】
　本発明に関わる基地局装置４００、および移動局装置５００で動作するプログラムは、
本発明に関わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Uni
t）等を制御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。
そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Acces
s Memory）に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種Ｒ
ＯＭやＨＤＤ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、
修正・書き込みが行なわれる。
【０１７８】
　なお、上述した実施形態における移動局装置４００、基地局装置５００の一部、をコン
ピュータで実現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログ
ラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプロ
グラムをコンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。な
お、ここでいう「コンピュータシステム」とは、移動局装置２００、または基地局装置１
００に内蔵されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含
むものとする。
【０１７９】
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　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」
とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送
信する場合の通信線のように、短時間、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサ
ーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間
プログラムを保持しているものも含んでも良い。また上記プログラムは、前述した機能の
一部を実現するためのものであっても良く、さらに前述した機能をコンピュータシステム
にすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０１８０】
　また、上述した実施形態における移動局装置４００、基地局装置５００の一部、または
全部を典型的には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよい。移動局装置２００、基地
局装置１００の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、または全部を集積
してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎
用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回
路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【０１８１】
　さらに本発明に係る移動局装置を用いた無線通信システムは、以下の手段を講じること
ができる。つまり無線通信システムは、基地局装置と移動局装置とが、複数のコンポーネ
ントキャリアを使用して無線通信を行う無線通信システムにおいて、前記移動局装置がＨ
ＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＳＣＨリソースを割り当て、前記移動局装
置は、前記ＨＡＲＱにおける制御情報を、前記ＰＵＳＣＨリソースを利用して、前記基地
局装置へ送信する。
【０１８２】
　また、基地局装置と移動局装置が、複数の下りリンクコンポーネントキャリアを使用し
て通信を行う移動通信システムにおいて、前記基地局装置は、前記移動局装置が複数の下
りリンクコンポーネントキャリアに対するＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰ
ＵＣＣＨリソースを割り当て、前記移動局装置は、前記ＨＡＲＱにおける制御情報を、前
記ＰＵＣＣＨリソースを利用して、前記基地局装置へ送信する。
【０１８３】
　さらに、前記移動局装置が送信するＨＡＲＱにおける制御情報は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを
示す情報とＤＴＸを示す情報から構成される。
【０１８４】
　また、前記移動局装置が送信する前記ＨＡＲＱにおける制御情報のうち、前記ＤＴＸを
示す情報のビット数は、基地局装置において設定された下りリンクコンポーネントキャリ
アの数と同じビット数である。
【０１８５】
　さらに、前記移動局装置が送信する前記ＨＡＲＱにおける制御情報のうち、前記ＤＴＸ
を示す情報は、あらかじめ基地局装置において設定された前記下りリンクコンポーネント
キャリアと関連付けられた上りリンクコンポーネントキャリアにおけるリソースにより送
信する。
【０１８６】
　また、前記移動局装置が送信する前記ＨＡＲＱにおける制御情報のうち、前記ＤＴＸを
示す情報のビット数は、基地局装置において設定された下りリンクコンポーネントキャリ
アの数よりも１ビット少ないビット数である。
【０１８７】
　さらに、基地局装置と移動局装置とが、複数の下りリンクコンポーネントキャリアを使
用して通信を行う移動通信システムにおける移動局装置であって、前記基地局装置から、
前記移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＳＣＨリソースを割り
当てられ、前記移動局装置は、前記ＨＡＲＱにおける制御情報を、前記ＰＵＳＣＨリソー



(33) JP 5150006 B2 2013.2.20

10

20

30

スを利用して、前記基地局装置へ送信する。
【０１８８】
　また、基地局装置と移動局装置とが、複数の下りリンクコンポーネントキャリアを使用
して通信を行う移動通信システムにおける移動局装置の通信方法であって、前記基地局装
置から、前記移動局装置がＨＡＲＱにおける制御情報を送信するためのＰＵＳＣＨリソー
スを割り当てられ、前記移動局装置は、前記ＨＡＲＱにおける制御情報を、前記ＰＵＳＣ
Ｈリソースを利用して、前記基地局装置へ送信する。
【０１８９】
　さらに、基地局装置に実装されることにより、前記基地局装置に複数の機能を発揮させ
る集積回路であって、複数の下りリンクコンポーネントキャリアを使用して通信を行う機
能と、移動局装置へＨＡＲＱを送信するためのＰＵＳＣＨリソースを割り当てる機能とを
、前記基地局装置に発揮させる。
【０１９０】
　さらに、移動局装置に実装されることにより、前記移動局装置に複数の機能を発揮させ
る集積回路であって、基地局装置と複数のコンポーネントキャリアを使用して無線通信を
行う機能と、前記下りリンクトランスポートブロックの受信状態を測定する機能と、前記
下りリンクトランスポートブロックの受信状態に基づいて、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）および／またはＰＤＣＣＨ（Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）のそれぞれに対
するＨＡＲＱにおける制御情報を生成する機能と、前記基地局装置から割り当てられたＰ
ＵＳＣＨリソースを利用して、前記生成したＨＡＲＱにおける制御情報を前記基地局装置
へ送信する機能とを、前記移動局装置へ発揮させる。
【０１９１】
　以上、図面を参照してこの発明の一実施形態について詳しく説明してきたが、具体的な
構成は上述のものに限られることはなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲内において様
々な設計変更等をすることが可能である。
【符号の説明】
【０１９２】
４００…基地局装置、４０１…データ制御部、４０２…ＯＦＤＭ変調部、４０３…無線部
、４０４…スケジューリング部、４０５…チャネル推定部、４０６…ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤ
Ｍ復調部、４０７…データ抽出部、４０８…上位層、４０９…無線リソース制御部、５０
０…移動局装置、５０１…データ制御部、５０２…ＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ変調部、５０３
…無線部、５０４…スケジュール部、５０５…チャネル推定部、５０６…ＯＦＤＭ復調部
、５０７…データ抽出部、５０８…上位層、５０９…無線リソース制御部。
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